
着物ウィークin 萩（10月1日〜12日）の「着物フォトコンテスト」
のグランプリ作品は、3 人の女性が菊ヶ浜の海岸に腰かけて海を
眺めている風景。着物の色や髪飾りが、背景の菊ヶ浜に合って新
鮮、と評価されました。表紙裏の萩八景遊覧船の写真と併せ、城
下町の武家屋敷ではなく水辺と着物、という新しい魅力を発見。
審査委員の一人は、地元写真家の槇

まきたお

峠守
もりつぐ

貢さん（７ページで紹介）。
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萩
商
工
会
議
所
で
は
、「
萩
の
真
ふ

ぐ
」、「
萩
の
あ
ま
だ
い
」
に
続
き
、
今

年
は
「
金
太
郎
」
を
、
萩
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
全
国
に
売
り
込
む
た
め
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

金
太
郎
は
、
萩
で
は
お
馴
染
み
で
す

が
、
ス
ー
パ
ー
に
並
ぶ
の
は
萩
や
下
関

だ
け
。
東
京
・
築
地
市
場
な
ど
都
市
部

で
も
流
通
は
皆
無
で
商
材
と
し
て
は
手

つ
か
ず
の
魚
で
す
。

　

11
月
20
日
に
は
、
東
京
表
参
道
で
、

バ
イ
ヤ
ー
と
マ
ス
コ
ミ
を
招
い
て
「
金

太
郎
を
創
作
フ
レ
ン
チ
・
イ
タ
リ
ア
ン

で
楽
し
む
会
」
を
開
催
し
、
和
食
だ
け

で
な
く
、
新
た
な
分
野
で
の
素
材
と
し

て
の
開
発
や
業
務
向
け
の
加
工
品
販
売

な
ど
の
可
能
性
を
探
り
ま
す
。

　

首
都
圏
で
の
販
路
開
発
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
萩
の
水
産
物

は
少
量
多
品
種
の
た
め
「
低
価
格
」「
安

定
供
給
」
を
求
め
る
大
手
の
量
販
店
で

は
な
く
、
高
級
食
材
専
門
店
や
割
烹
、

フ
ラ
ン
ス
料
理
店
な
ど
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
狙
い
を
絞
り
ま
し
た
。
９
月
に
紀
ノ

国
屋
渋
谷
店
で
「
萩
の
お
魚
フ
ェ
ア
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

萩
ブ
ラ
ン
ド
へ
向
け
て

R i n萩
と

　「金太郎」は「ヒメジ」の地方名。
鮮やかな朱色が萩地方で昔から親し
まれてきた魚です。15㎝程度の小
魚ながら、甘味のあるほっこりした
身は、大型の白身魚にも勝る味わ
い。まとまった漁獲がないため、都
市部での流通はほとんどありません
が、萩では年間約 70 ｔと全国でも
有数の漁獲量を誇ります。
　また、漁場が近く、鮮度の高い状
態で運ばれてくるのも特徴です。

　

萩
漁
港
に
水
揚
げ
さ
れ
る
魚
は
約

２
５
０
種
と
多
種
多
様
。
少
量
の
た
め

こ
れ
ま
で
雑ざ

こ魚
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た

魚
に
も
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
よ
う
と
、
ブ

ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
み
、「
萩
の
真
ふ

ぐ
」
は
見
事
に
成
功
。
味
は
ト
ラ
フ
グ

に
引
け
は
取
ら
ず
、
し
か
も
価
格
は
10

分
の
１
程
度
と
安
い
。
萩
の
新
し
い
特

産
品
と
注
目
を
集
め
、
魚
価
が
1.5
倍
に

跳
ね
上
が
り
ま
し
た
。

　

道
の
駅
「
萩
・
し
ー
ま
ー
と
」
の
中

澤
さ
か
な
駅
長
は
「
雑
魚
と
し
て
見
向

き
も
さ
れ
な
か
っ
た
魚
を
ス
タ
ー
に
し

よ
う
と
い
う
作
戦
。『
萩
は
面
白
い
商

品
を
持
っ
て
い
る
』
と
首
都
圏
に
対
し

て
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
し
っ
か
り
持
ち
た
い
。

萩
の
名
前
を
首
都
圏
で
も
チ
ラ
チ
ラ
と

目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
新
た
に
萩

に
訪
れ
る
人
が
増
え
れ
ば
い
い
循
環
に

な
る
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

朝水揚げされたばかりの魚が東京で（紀ノ国屋渋谷店）

◀炙り寿司

ハーブソテー▶

◆「金太郎ランチ＆ディナー」テスト販売
　11：30〜23：30、２階ダイニング

「金太郎」を中心に、萩の旬の地魚など、
萩の海の幸、山の幸を使った食事をご
用意

◆萩のうまいもの「金太郎」無料試食
　11：00〜19：00、３階スペース
今回新しく製品化された萩のブランド
魚「金太郎」の無料試食のほか、萩の特
産品を展示販売

◆「萩ブランド商品」特別販売
　11：00〜19：00、１階ギャラリー

「金太郎」の新商品のほか、幕末から現
代によみがえった「萩ガラス」や雑貨、
お菓子、工芸品など萩の逸品の数々を
展示販売

Rin：東京都港区北青山 3-6-26、
TEL03-6418-7024

（東京メトロ銀座線・半蔵門線・
千代田線「表参道駅」B ２また
は B ４出口から徒歩２分）

　

今
や
道
の
駅
は
全
国
に
９
１
７
ケ

所
、
専
用
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
数
多

く
販
売
さ
れ
る
な
ど
の
ブ
ー
ム
。
中

で
も
、
萩
・
し
ー
ま
ー
と
は
、
年
間

売
上
高
が
約
９
億
３
０
０
０
万
円

（
08
年
度
）
に
上
り
、
全
国
の
主
要

な
道
の
駅
で
第
９
位
（
１
位
「
あ
ら

い
」
新
潟
県
、２
位
「
富
士
川
楽
座
」

静
岡
県
、
３
位
「
七
城
メ
ロ
ン
ド
ー

ム
」
熊
本
県
）。

（
日
経
グ
ロ
ー
カ
ル
10
月
５
日
号
か
ら
）

　

８
年
前
に
開
業
し
、
隣
接
す
る
萩

漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ
る
新
鮮
な
魚
が

手
頃
な
値
段
で
買
え
る
「
市
民
の
台

所
」。
利
用
者
の
約
６
割
が
萩
市
内
、

残
り
３
割
が
県
内
、
他
府
県
は
１
割

と
、
地
元
密
着
型
で
成
功
し
た
道
の

駅
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

道
の
駅
「
萩
・
し
ー
ま
ー
と
」
全
国
主
要
道
の
駅
で
売
上
高
９
位

金
太
郎
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、

首
都
圏
開
拓

萩
に
は
面
白
い
商
品
が
あ
る

と
、
首
都
圏
に
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
持
ち
た
い

萩の器とうまいもの展
11月20日（金）〜23（月・祝）

ジャパン ルージュ

東京青山で



�009年11月（第90号）�

産
経
新
聞
で
紹
介

　

株
式
会
社
ブ
ラ
ン
ド
総
合
研
究
所

で
は
、
認
知
度
や
魅
力
度
、
イ
メ
ー

ジ
な
ど
全
63
項
目
か
ら
な
る
「
地
域

ブ
ラ
ン
ド
調
査
２
０
０
９
」
を
実
施

し
、
全
国
の
消
費
者
３
万
２
１
２
４

人
か
ら
回
答
を
得
、
集
計
結
果
を
発

表
し
ま
し
た
。

■
ラ
ン
ク
（
集
計
結
果
）

　

萩
市
は
、
32
位
（
昨
年
は
29
位
）。

中
国
５
県
で
は
、
７
位
の
倉
敷
市
に

次
い
で
２
番
目
。
山
口
県
内
の
他
市

町
は
、
72
位
の
下
関
市
の
み
。

萩
市
は
32
位
！

　

全
国
で
は
、
函
館
市
が
１
位
。
２

位
は
昨
年
ま
で
連
続
１
位
だ
っ
た
札

幌
市
、
３
位
は
京
都
市
、
４
位
は
横

浜
市
、
５
位
は
神
戸
市
。

■
調
査
対
象
、
項
目

　

調
査
対
象
は
、全
７
８
３
市（
２
０

０
９
年
４
月
末
現
在
）
と
東
京
23
区
、

な
ど
計
１
０
０
０
の
市
区
町
村
と
都

道
府
県
。

　

調
査
項
目
は
、
魅
力
度
、
認
知
度
、

観
光
意
欲
度
な
ど
全
63
項
目
。

　

地
場
産
業
の
振
興
の
た
め
、
地
元

萩
の
「
竹
」
を
使
っ
た
家
具
が
海
外

有
名
メ
ー
カ
ー
の
目
に
留
ま
り
、
今

や
地
場
だ
け
で
な
く
世
界
進
出
を
果

た
し
た
「
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ 

Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ

ｅ 

Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｉ
」
の
戦
略
が
「
隠
れ

た
世
界
企
業
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

萩
の
竹
は
、
雪
に
覆
わ
れ
な
が
ら

も
し
な
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
「
粘
り

強
さ
」
が
あ
る
と
さ
れ
、
従
来
は
除

雪
用
車
両
の
竹
製
ブ
ラ
シ
な
ど
に
使

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
需

要
が
低
迷
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
刀
禰
社
長
は
、
地
域
資

源
で
あ
る
良
質
な「
萩
の
竹
」を
使
っ

刀禰勇社長が

た
地
場
産
業
の
創
出
に
着
手
し
ま

し
た
。
し
か
も
、
脱
・
観
光
産
業
依

存
を
狙
う
刀
禰
社
長
は
、
土
産
物
に

と
ど
ま
ら
な
い
世
界
で
も
通
用
す
る

商
品
の
開
発
に
ふ
み
き
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
大
胆
に
も
デ
ザ
イ
ン
先
進
国

の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
若
手
ク
リ
エ
イ

タ
ー
に
竹
素
材
を
送
り
、
接
触
。

　

ク
リ
エ
イ
タ
ー
は
「
萩
の
竹
」
が

新
鮮
か
つ
全
く
新
し
い
素
材
で
あ
る

こ
と
に
着
目
し
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
で
竹

で
作
ら
れ
た
家
具
の
展
示
会
を
開
催
。

そ
の
展
示
会
が
き
っ
か
け
で
、
北
欧

家
具
の
名
門
「
ア
ル
テ
ッ
ク
」
の
担

当
者
が
「
す
ぐ
ト
ッ
プ
に
会
っ
て
く

れ
な
い
か
」
と
の
朗
報
。「
萩
の
竹
」

を
世
界
が
認
め
た
瞬
間
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　

そ
の
後
、「
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ 

Ｃ
ｒ
ｅ
ａ

〜
維
新
の
舞
台
で 

光
の
競
演
〜

　

９
月
13
日
の
産
経
新
聞
と
９
月
22

日
の
産
経
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
で
、
萩

の
夕
景
写
真
が
２
ペ
ー
ジ
全
面
で
大

き
く
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。“
国
内
有

数
の
城
下
町
、
維
新
の
町
と
し
て
知

田
床
山
（
標
高
３
７
３
ｍ
）
か
ら
。

※
産
経
新
聞
の
公
式
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ

ト
「
Ｍ
Ｓ
Ｎ
産
経
ニ
ュ
ー
ス
」
で
、

動
画
「
維
新
の
舞
台
で
光
の
競
演
」

を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ｔ
ｅ 

Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｉ
」
は
、
世
界
約
60

の
国
と
地
域
に
販
売
網
が
あ
る
ア

ル
テ
ッ
ク
と
Ｏ
Ｅ
Ｍ
（
相
手
先
ブ
ラ

ン
ド
に
よ
る
生
産
）
契
約
を
締
結
し
、

念
願
の
世
界
進
出
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
ア
ル
テ
ッ
ク
の
家
具
を

見
た
米
国
の
有
名
家
具
メ
ー
カ
ー

「
イ
ー
ソ
ス
」
も
昨
年
か
ら
取
引
を

開
始
。
イ
ー
ソ
ス
か
ら
の
図
面
に
よ

り
加
工
さ
れ
た
い
す
は
、
今
年
の
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
や
エ
ミ
ー
賞
な
ど
で
使

用
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
品
質
は
世
界

が
認
め
る
レ
ベ
ル
に
到
達
し
ま
し
た
。

「
イ
ー
ソ
ス
か
ら
は
８
０
０
台
近
い

注
文
が
あ
り
、
ほ
か
の
メ
ー
カ
ー
か

ら
も
開
発
要
請
が
き
て
い
る
」。

　
「
今
後
の
課
題
は
、
自
社
ブ
ラ
ン

ド
品
開
発
と
材
料
の
孟
宗
竹
の
確

保
」
と
刀
禰
社
長
。

ら
れ
る
萩
。

　
「
城
下
町
観
光
は

有
名
だ
が
、
萩
の
町

か
ら
日
本
海
を
望
む

景
色
は
意
外
に
知
ら

れ
て
い
な
い
」
と
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

撮
影
は
、
萩
の
中

心
地
を
一
望
で
き
る

日
本
海
を
望
む
萩
の
夕
景

地
域
ブ
ラ
ン
ド
調
査 

２
０
０
９

TAKE Create Hagi

萩の地場企業が「隠れた世界企業」

日経ビジネスに登場
（２００９年９月７日号）

世
界
が
認
め
た
竹
の
家
具

（16 ページにカラー写真）
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た
「
わ
が
長
州
砲
流
離
譚
」
を
、
昨
年

は
乃
木
希
典
を
描
い
た「
斜
陽
に
立
つ
」

を
上
梓
す
る
な
ど
旺
盛
な
創
作
意
欲
は

衰
え
を
知
ら
な
い
。

　

極
ご
く
ご
く々

要
約
す
れ
ば
、
こ
れ
が
80
有
余

年
に
亘
る
古
川
薫
の
表
面
的
作
家
人
生

で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
古
川
の
萩
へ
の
心
情
は

い
か
が
か
。

　

自
身
の
言
葉
を
引
く
と
「
私
は
下
関

で
生
ま
れ
た
が
、
母
の
実
家
は
広
島
で

あ
る
。
市
井
家
は
毛
利
氏
の
典
医
を
つ

と
め
て
い
な
が
ら
、
防
長
移
封
の
時
は
、

そ
の
ま
ま
広
島
に
と
ど
ま
っ
た
。」「
萩

に
は
エ
リ
ー
ト
家
臣
だ
け
が
選
ば
れ
て

き
た
の
だ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
耳
に

す
る
と
、
落
ち
こ
ぼ
れ
の
子
孫
は
憮
然

た
る
面
持
ち
と
な
る
。
そ
れ
で
も
萩
は
、

私
に
と
っ
て
遠
い
ふ
る
さ
と
だ
と
い
う

思
い
が
あ
り
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
見
捨

て
ら
れ
た
不
肖
の
子
が
、
恨
め
し
さ
と

思
慕
の
入
り
混
じ
っ
た
目
で
両
親
を
見

る
よ
う
な
心
境
で
あ
ろ
う
。」（
城
下
町

萩
）
と
記
し
て
い
る
。

　

ま
た
「
下
関
市
で
生
ま
れ
た
私
は
、

小
学
校
に
上
が
る
直
前
、
父
母
と
共
に

宇
部
市
に
移
っ
た
。
初
め
て
萩
へ
行
っ

た
の
は
、
工
業
学
校
に
入
学
し
て
間
も

な
く
の
こ
ろ
で
あ
る
。
私
達
の
学
校
の

校
長
は
ご
多
分
に
も
れ
ず
吉
田
松
陰
の

崇
拝
者
で
、
一
年
生
は
必
ず
萩
に
一
泊

二
日
の
修
学
旅
行
を
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。」
と
遠
い
昔
日
を
想
う
。

　

作
家
に
な
っ
て
か
ら
も
萩
は
身
近
に

あ
っ
た
と
い
う
。「
私
は
長
州
藩
に
取

材
し
た
作
品
を
次
々
に
書
く
よ
う
に
な

り
、
年
に
二
、三
度
は
下
関
か
ら
萩
に

足
を
運
ん
だ
。
萩
は
維
新
史
の
栄
光
を

に
な
う
人
物
群
だ
け
で
は
な
く
、
賊
の

汚
名
を
き
せ
ら
れ
て
歴
史
の
ヒ
ダ
に
隠

れ
た
人
々
の
ふ
る
さ
と
で
も
あ
っ
た
。」

「
私
の
回
想
の
中
に
拡
が
る
萩
は
、
疾

風
怒
濤
の
時
代
を
駆
け
抜
け
た
末
に
、

歴
史
の
化
石
と
な
っ
て
静
寂
に
つ
つ
ま

れ
る
旧
城
下
町
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が

明
治
以
後
を
生
き
た
長
州
人
の
精
神
的

原
風
景
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

私
は
こ
れ
ま
で
萩
に
取
材
し
た
作
品
と

取
り
組
ん
で
い
る
と
き
、
遠
い
過
去
自

分
の
視
野
に
お
さ
め
た
“
聖
廃
市
”
の

情
景
を
た
ぐ
り
よ
せ
肉
付
け
し
て
、
幕

末
の
城
下
を
再
生
し
た
。
そ
れ
が
栄
光

と
挫
折
を
交
錯
さ
せ
な
が
ら
、
激
動
期

を
疾
駆
し
た
人
々
の
青
春
の
舞
台
で

あ
っ
た
。」（
幕
末
長
州
に
吹
い
た
風
）

　

古
川
は
時
代
と
長
州
を
洞
察
す
る
こ

と
に
創
作
の
視
座
を
置
い
て
い
る
よ
う

に
思
え
る
。

　
「
長
州
攘
夷
戦
争
始
末
」「
松
下
村
塾
」

「
高
杉
晋
作
」
な
ど
の
原
点
的
作
品
に

お
け
る
俯
瞰
性
か
ら
、
視
点
を
定
め
て

長
州
と
い
う
具
象
と
抽
象
に
鋭
く
切
り

込
ん
で
ゆ
く
の
は
、
古
川
が
、
か
っ
て

の
記
者
と
し
て
の
取
材
・
調
査
力
に
裏

打
ち
さ
れ
て
い
る
か
ら
な
の
か
、
ま
た

は
勝
者
と
敗
者
が
織
り
な
す
歴
史
の
ヒ

ダ
に
深
く
感
じ
入
る
反
骨
的
郷
土
愛
に

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

古
川
薫
は
大
正
14
年
下
関
市
に
生
ま

れ
、
高
校
を
出
て
一
旦
就
職
し
た
あ

と
山
口
大
学
教
育
学
部
に
学
ん
で
教
職

に
就
く
。
し
か
し
教
員
は
一
年
で
や
め

て
現
山
口
新
聞
社
に
入
社
、
記
者
の
傍

ら
創
作
活
動
を
続
け
、
昭
和
40
年
、
長

州
藩
の
志
士
大だ

い
ら
く楽

源
太
郎
の
悲
劇
を

扱
っ
た
「
走
狗
」
が
直
木
賞
候
補
と

な
っ
た
の
を
機
に
本
格
的
な
文
筆
生
活

に
入
る
こ
と
を
決
断
す
る
。
こ
の
と
き

古
川
45
歳
、
新
聞
社
で
は
編
集
局
長
の

要
職
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
長
州
藩
の
藩

医
栗
山
孝
庵
を
描
い
た
「
女
体
蔵
志
」、

岩
国
藩
主
吉
川
経
幹
を
扱
っ
た
「
塞

翁
の
虹
」、
英
国
大
使
館
焼
打
ち
事
件

に
参
加
し
た
若
者
た
ち
の
人
生
を
描
い

た
「
十
三
人
の
修
羅
」、
獄
中
の
吉
田

松
陰
と
高
須
久
子
と
の
交
わ
り
を
綴
っ

た
「
野
山
獄
相
聞
抄
」、
明
治
天
皇
の

叔
父
で
天
誅
組
主
将
中
山
忠
光
の
怪
死

事
件
を
扱
っ
た
「
暗
殺
の
森
」
な
ど
直

ふ
る
さ
と
文
学
散
歩
23

木
賞
候
補
10
回
と
い
う
最
多
記
録
を
経

て
、
平
成
２
年
オ
ペ
ラ
歌
手
藤
原
義
江

の
伝
記
小
説
「
漂
泊
者
の
ア
リ
ア
」
で

第
１
０
４
回
直
木
賞
を
受
賞
し
た
。
受

賞
時
年
齢
65
歳
は
最
高
齢
。

　

最
初
の
候
補
作
品
を
書
い
て
か
ら

25
年
経
っ
て
い
た
が
、
受
賞
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
古
川
は
「
そ
れ
は
非
才
の
身

で
大
き
な
賞
を
い
た
だ
く
の
に
必
要
な

時
間
で
し
た
。
直
木
賞
は
終
始
き
び
し

い
激
励
の
声
を
か
け
て
く
れ
る
伴
走
者

で
し
た
の
で
、
私
は
決
し
て
孤
独
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
し
み
じ
み
と

喜
び
を
語
り
、
聞
く
人
々
に
新
た
な
感

動
を
与
え
た
。
翌
年
山
口
県
は
県
芸

術
文
化
振
興
奨
励
特
別
賞
を
授
与
し
て

労ね
ぎ
ら

っ
た
。
そ
の
後
も
ず
っ
と
執
筆
を

続
け
作
品
は
１
０
０
点
を
超
え
る
。
そ

の
多
く
が
長
州
を
舞
台
に
し
た
歴
史
小

説
だ
。
近
年
で
は
平
成
18
年
に
海
外
に

流
出
し
た
長
州
砲
の
行
方
を
追
い
求
め

　

今
年
は
吉
田
松
陰
が
大
獄
に
殉
じ
た

安
政
６
年
（
１
８
５
９
）
10
月
27
日
か

ら
数
え
て
１
５
０
年
の
節
目
に
当
た
る
。

萩
市
で
は
記
念
式
典
を
は
じ
め
多
様
な

催
事
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
に
松

陰
を
主
人
公
に
し
た
映
画
制
作
が
あ
る
。

原
作
は
古
川
薫
さ
ん
の
「
野
山
獄
相
聞

抄―

吉
田
松
陰
の
恋
」
だ
。

　

下
関
の
地
に
あ
っ
て
、
歴
史
小
説
を

精
力
的
に
書
き
続
け
て
い
る「
古
川
薫
」

を
私
た
ち
は
著
名
な
作
家
と
し
て
、
ま

た
郷
土
に
生
き
る
文
化
人
と
し
て
敬
愛

し
て
や
ま
な
い
。

　

筆
者
は
古
川
薫
氏
の
謦
咳
に
触
れ
る

機
会
が
何
度
か
あ
っ
た
が
、
小
説
に

関
す
る
お
話
は
恐
れ
多
く
て
伺
う
こ

と
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
本
稿
は
氏

の
１
０
０
冊
を
超
え
る
著
作
の
中
か
ら
、

長
州
を
素
材
に
し
た
歴
史
小
説
等
を
読

ん
で「
古
川
薫
の
世
界
」に
浸
っ
て
み
た
。

△萩博物館の長州砲と

（2006 年 毎日新聞社）
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「
塞
翁
の
虹
」「
十
三
人
の
修
羅
」「
暗

殺
の
森
」「
幕
末
長
州
藩
の
暗
闘
」「
花

冠
の
志
士
」「
獅
子
の
廊
下
の
陰
謀
」「
奇

謀
の
島
」「
異
聞
関
ヶ
原
合
戦
」
な
ど

史
実
と
史
実
を
繋
ぐ
ブ
リ
ッ
ジ
に
古
川

の
深
い
思
い
が
込
め
ら
れ
、
読
者
に
重

い
感
慨
を
与
え
る
。

　

古
川
は
「
私
が
気
付
い
た
の
は
、
長

州
維
新
史
の
い
わ
ゆ
る
正
俗
両
派
の
、

だ
れ
が
善
玉
、
だ
れ
が
悪
玉
で
あ
る
か

を
簡
単
に
決
め
つ
け
る
こ
と
の
困
難
さ

に
つ
い
て
で
あ
る
。」

　
「
考
え
て
み
れ
ば
、
王
政
復
古
史
観

へ
の
警
戒
を
強
め
な
が
ら
も
、
私
ら
が

語
っ
て
き
た
長
州
維
新
史
は
、
俗
論
党

と
い
わ
れ
る
人
々
を
憎
悪
し
、
勤
王

の
志
士
を
讃
美
す
る
な
ど
の
起
点
か
ら
、

早
々
と
黒
白
を
つ
け
て
し
ま
っ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
す
く
な
く
と
も「
正
義
」

が
「
俗
論
」
を
倒
し
、
尊
王
派
が
佐
幕

派
を
圧
倒
し
て
明
治
維
新
が
実
現
し
た

と
い
う
単
純
な
図
式
で
割
り
切
れ
る

も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。」

と
述
べ
て
い
る
。

　

古
川
は
、
教
材
的
歴
史
観
で
は
語
り

つ
く
せ
な
い
歴
史
の
ヒ
ダ
に
光
を
あ
て

る
。

　

例
え
ば
第
一
次
長
州
征
伐
の
危
機
を

救
っ
た
三
家
老
の
代
理
責
任
、
と
り
わ

け
切
腹
を
拒
否
す
る
福
原
越
後
の
心
情

に
は
深
い
洞
察
を
加
え
、「
時
代
と
個
」

に
つ
い
て
の
認
識
を
促
す
。

　

そ
の
こ
と
は
、
中
山
忠
光
や
大
楽
源

太
郎
ら
を
守
る
立
場
の
藩
が
、
や
が
て

持
て
余
し
て
逆
に
暗
殺
す
る
と
い
う
哀

し
い
図
式
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。

　

私
な
り
の
読
後
感
で
い
え
ば
、「
取

材
力
の
深
さ
」「
失
わ
れ
ゆ
く
真
実
へ

の
思
い
」「
敗
れ
し
者
へ
の
愛
惜
」「
深

い
郷
土
愛
」「
ど
こ
か
に
反
骨
」「
畏
敬

さ
れ
る
文
化
人
」
と
い
っ
た
感
じ
だ
。

　

古
川
は
萩
の
町
の
こ
と
も
折
に
ふ
れ

て
書
い
て
い
る
。

　
「
松
下
村
塾
の
前
に
立
つ
と
き
、
人

は
様
々
な
思
い
に
駆
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ

う
。
こ
の
粗
末
な
木
造
平
屋
建
て
の
小

屋
同
然
の
建
物
が
、
明
治
維
新
の
震

源
地
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
前
に
、
物

質
的
環
境
を
越
え
た
精
神
の
影
響
力
が
、

い
か
に
偉
大
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
、

つ
ま
り
は
教
育
と
い
う
も
の
の
恐
ろ
し

い
力
を
、
あ
ら
た
め
て
思
い
知
ら
さ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。」（
長
州
歴
史
散
歩
）

　
「
萩
は
維
新
史
に
お
け
る
代
表
的
な

史
跡
の
ひ
と
つ
だ
が
、
そ
こ
に
は
現
代

人
が
日
常
の
生
活
を
い
と
な
ん
で
い
る

の
で
あ
り
、
生
き
た
都
市
の
機
能
を
備

え
て
い
る
。
い
つ
ま
で
も
前
世
紀
の
古

び
た
顔
を
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
と
願
う

の
は
、
よ
そ
者
の
わ
が
ま
ま
と
い
う
も

の
で
あ
る
。」（
維
新
の
長
州
）

　

古
川
は
、
萩
市
が
い
ま
取
り
組
ん
で

い
る
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
＝
ま
ち
じ
ゅ

う
博
物
館
と
い
う
概
念
を
い
ち
早
く
感

じ
取
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

　

古
川
は
、
歴
史
小
説
と
時
代
小
説
に

つ
い
て
、
虚
構
の
排
し
方
や
史
実
の

省
略
と
配
列
で
小
説
の
様
相
が
変
わ
る

と
し
た
上
で
、「
同
時
代
の
人
間
に
つ

い
て
語
る
よ
り
も
、
す
で
に
必
然
性
を

伴
っ
て
現
れ
る
過
去
の
時
間
に
生
き
た

人
物
を
凝
視
す
る
こ
と
が
、
よ
り
人
間

理
解
に
接
近
で
き
る
。」

　
「
作
家
が
あ
る
こ
と
を
書
き
た
い
と

意
欲
す
る
発
想
の
根
本
に
は
、
必
ず
現

代
が
投
影
し
て
い
る
。」
と
し
、「
つ
ま

り
、
史
実
に
濃
密
な
興
味
を
向
け
る
か

向
け
な
い
か
、
作
品
に
お
け
る
史
実
採

用
の
位
相
を
ふ
く
め
て
、
歴
史
小
説
と

な
る
か
時
代
小
説
と
な
る
か
を
決
定
す

る
の
は
、
そ
の
時
、
そ
の
作
家
が
持
つ

文
体
に
よ
る
の
だ
と
言
っ
て
も
よ
い
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。」
と
。（「
山
口
県

人
」）

　

評
論
家
縄
田
一
男
は
「
古
川
は
強
い

郷
土
意
識
を
持
ち
、
そ
の
裏
返
し
と
し

て
の
幅
広
い
視
点
を
併
せ
持
っ
て
い
る
。

彼
の
歴
史
小
説
観
は
、
つ
ね
に
作
品
内

部
に
“
歴
史
的
現
代
”
を
見
据
え
、
正

立
虚
像
の
手
法
に
よ
っ
て
史
上
人
物
・

事
件
を
描
い
て
き
た
確
固
た
る
自
信
の

表
明
で
あ
り
、
同
時
に
読
者
が
古
川
薫

と
い
う
作
家
に
対
し
て
抱
く
信
頼
の
証

で
も
あ
る
。」
と
評
し
て
い
る
。

　

古
川
は
、
長
州
人
を
主
人
公
に
現
代

に
連
綿
と
続
い
て
い
る
幕
末
維
新
史
の

断
面
を
鮮
や
か
に
切
り
取
り
、
私
た
ち

に
時
空
を
超
え
た
「
人
間
の
本
質
」「
時

代
と
個
」
と
い
う
概
念
の
有
り
様
を
示

し
て
い
る
。

（
高
井　

誠　

エ
ッ
セ
イ
ス
ト　

日
本

ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
）

　

町
の
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、

Ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ
タ
ー
ン
な
ど
の
定
住
希

望
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
町
で

の
新
生
活
に
関
す
る
生
活
情
報
の
提

供
や
相
談
、
地
域
の
紹
介
や
仲
立
ち

な
ど
の
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
、「
阿
武
町
定
住
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
の
制
度
を
設
け
町
内
か
ら
次

の
５
人
に
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
奈
古
地
区
】
①
水
津
克か

つ
の
り

紀
（
浜
の

４
、漁
師
「
翔
恵
丸
」
船
長
、ニ
ュ
ー

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
（
新
規
就
漁
業
者
）

師
匠
）

【
福
賀
地
区
】
②
白
松
博ひ

ろ
ゆ
き

之
（
下
笹
尾
、

民
宿
「
樵き

こ
り
や屋

」
主
人
、
㈲
あ
っ
た
か

村
代
表
取
締
役
）、③
原
勝か

つ
し志

（
伊
豆
、

私たちがＵ・Ｊ・Ｉターン
をサポートします

阿武町

▲白松さん「田舎のルールを
説明しながら、まちで培った
色々な技術やノウハウを阿武
町の中で発揮していただける
よう応援したい」

阿武町定住
アドバイザーに
５人を委嘱

岡
山
か
ら
U
タ
ー
ン
、
ほ
う
れ
ん
そ

う
栽
培
農
家
）

【
宇
田
郷
地
区
】
④
茂も

が
り刈

達
美
（
尾

無
畑
、漁
家
民
宿
「
浜
の
小
屋
」
主
人
、

漁
師
「
加
州
丸
」
船
長
（
海
士
、
一

本
釣
り
）、
⑤
西
村
良よ

し
こ子

（
郷
、
農

家
民
宿
「
一
服
庵
」
世
話
好
き
女
将
）

　

阿
武
町
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
開
始
し
、
現

在
ま
で
に
25
世
帯
55
人
が
阿
武
町
に

定
住
。
団
塊
の
世
代
に
限
ら
ず
若
い

世
代
の
定
住
が
増
え
て
い
ま
す
。
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
空
き
家
情
報
を

登
録
（
家
賃
、
間
取
り
、
写
真
な
ど
）

し
、情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
は
毎
日
50
件
の
ア
ク
セ

ス
が
あ
り
ま
す
。

◆
阿
武
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w

w
.tow

n.abu.yam
aguchi.jp

▲茂刈さん「私が一番好きな
場所は阿武町の尾無です。自
分の暮らし方、考え方、地域
への思い入れがあればそこは
都になります」

定
住
者
の
生
活
相
談
、

地
域
と
の
仲
立
ち
を
支
援
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と
が
あ
る
け
れ
ど
、
ど
う
ぞ
ク
リ
ス
マ

ス
に
サ
ン
タ
さ
ん
が
来
て
く
れ
ま
す
よ

う
に
‥
‥
。

　

さ
て
、
本
物
の
妖
精
さ
ん
（
笑
）
以

外
に
も
、
私
に
は
ま
だ
ま
だ
呼
び
名
が

あ
り
ま
す
。『
マ
ダ
ム
芸
人
』『
ひ
め
』『
ゼ

リ
ー
先
生
』
そ
し
て
、
夫
か
ら
は
『
地

球
外
生
物
』。
こ
こ
ま
で
読
ん
で
も
私

が
何
を
し
て
い
る
の
か
分
か
る
人
は
少

な
い
で
し
ょ
う
ね
。

　

子
育
て
支
援
、
老
人
福
祉
に
関
す
る

講
座
の
講
師
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

や
司
会
等
の
ほ
と
ん
ど
を
、
夫
に
感
謝

し
つ
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
る
よ
う
に

な
っ
て
30
年
近
く
に
な
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
♪
世
界
中
の
子
ど

も
た
ち
が
、
一
度
に
笑
っ
た
ら
、
空
も

笑
う
だ
ろ
う
。
ラ
・
ラ
・
ラ
海
も
笑
う

だ
ろ
う
♪
‥
‥
と
い
う
歌
を
耳
に
し
ま

し
た
。
そ
の
時
、
な
ぜ
か
「
こ
れ
こ
そ

が
私
の
夢
だ
！
」
と
思
い
ま
し
た
。
も

し
も
世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
が
一
度
に

笑
う
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
空
だ
っ
て
海

だ
っ
て
笑
う
か
も
し
れ
な
い
、
私
は
そ

れ
が
見
た
い
、
と
本
気
で
考
え
た
の
で

す
。
で
も
、
子
ど
も
が
笑
う
に
は
、
家

族
が
幸
せ
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
環

境
が
整
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
そ
し

て
経
済
的
に
も
豊
か
で
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
そ
の
日
か
ら
、
私
の
楽
し
く

も
忙
し
い
日
々
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

最
近
は
少
子
化
対
策
と
い
う
言
葉
を

よ
く
聞
き
ま
す
が
、
何
か
ず
れ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
子
ど

も
が
少
な
い
こ
と
が
問
題
な
の
で
は
な

く
、
少
な
い
子
ど
も
た
ち
が
幸
せ
で
は

な
い
こ
と
が
問
題
な
の
で
す
。
自
分
を

好
き
に
な
れ
ず
、
愛
さ
れ
て
い
る
と
い

う
実
感
の
な
い
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま

す
。
人
の
人
生
は
そ
の
一
瞬
す
べ
て
が

大
切
で
、
ど
う
で
も
イ
イ
時
期
な
ん
て

な
い
は
ず
。
乳
児
も
老
人
も
、
病
人
も

障
害
者
も
、
世
界
中
の
誰
も
が
大
切
に

さ
れ
る
社
会
に
な
る
に
は
何
を
す
れ
ば

良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

答
え
を
持
た
な
い
私
は
、
と
り
あ
え

ず
、『
ひ
め
』
に
な
っ
た
り
、『
見
た
目

マ
ダ
ム
で
し
ゃ
べ
る
と
芸
人
』
に
な
っ

た
り
し
な
が
ら
、
思
い
っ
き
り
笑
顔
で

皆
に
会
い
に
行
く
の
で
す
。

萩
光
塩
学
院
同
窓
会
関
東
支
部
「
光
友
会
」

（
自
称
）マ
ダ
ム
芸
人

渡
辺 

典
子
さ
ん

（
長
門
市
油
谷
出
身
、千
葉
県
柏
市
在
住 

54
歳
）

萩
光
塩
高
等
学
校　

昭
和
49
年
卒
業

　

私
の
住
む
千
葉
県
柏
市
の
運
動
会
に

参
加
し
た
時
の
こ
と
。
パ
ン
食
い
競

走
か
ら
戻
る
私
の
前
を
歩
く
人
が
「
こ

ね
ぇ
な
、
ま
ぁ
こ
た
ぁ
な
ぁ
」
と
つ
ぶ

や
い
た
の
で
す
。
今
ど
き
は
、
山
口
で

も
お
年
寄
り
以
外
使
っ
て
い
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
思
わ
ず
声
を
か
け
、
そ
れ

以
来
の
仲
良
し
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
い
っ
ち
き
ち
、
み
ち
き
ち
、

み
ち
こ
ぉ
」（
行
っ
て
き
て
、
見
て
き

て
み
よ
う
）
は
故
郷
向む

か
つ
く

津
具
半
島
の
一

部
で
使
わ
れ
て
い
た
言
葉
で
す
が
、
こ

れ
ら
は
も
う
芸
術
品
で
す
！

　

故
郷
を
離
れ
る
と
、
こ
の
美
し
い
言

葉
た
ち
が
都
会
の
中
で
人
と
人
を
結

ぶ
の
で
す
。
美
し
い
海
山
川
と
帰
り
を

待
つ
優
し
い
同
胞
、
そ
し
て
懐
し
い
言

葉
‥
‥
。
い
つ
ま
で
も
変
わ
る
こ
と
な

く
、
と
祈
る
だ
け
で
は
い
け
ま
せ
ん
よ

ね
。
外
に
出
た
私
達
に
で
き
る
こ
と
を

考
え
な
け
れ
ば
。

〜
ふ
る
さ
と
の

　
　
　
　

な
ま
り
懐
か
し
〜

　1955（昭和 30）年生まれ、萩光塩学
院高等部 74（昭和 49）年卒業（23 回生）。
立正女子大教育学部を結婚のため中退。
1982 年から「典子のライブハウス」（通
称）という小学生から大学生までの子ど
もたちの学習＋居場所的な個人塾を主宰。
同年より「たつのこお話し会」を立ち上
げる。また、子育て支援や福祉関係のボ
ランティア活動をするかたわら、公民館
や近隣センターなどでの生涯学習講座の
講師、各種イベント企画や司会などで活
動中。
□柏市図書館協議会委員、柏こども読書
応援プロジェクト実行委員、柏市民健康
づくり推進員、日本子どものための委員
会会員、柏ブックスタートボランティア、
柏子どもの文化連絡会子育て支援委員長、
なんちゃって心理学会（Ｎ・Ｐ・Ａ）員、
たつのこお話し会主宰、マダム芸人

プロフィール

〜
講
師
や
司
会
な
ど

　
　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
〜

　

50
歳
を
過
ぎ
て
、
羽
根
を
背し

ょ

っ
て
頭

に
冠
を
つ
け
て
る
私
も
変
だ
け
ど
、「
久

し
ぶ
り
に
本
物
の
妖
精
さ
ん
に
会
い
ま

し
た
」
と
は
３
歳
の
女
の
子
の
お
父
さ

ん
。
え
っ
？
今
久
し
ぶ
り
に
っ
て
言
っ

た
？
本
物
っ
て
言
っ
た
!?
こ
ん
な
お
父

さ
ん
ス
テ
キ
す
ぎ
る
!!
。

　

以
前
に
大
人
に
な
っ
て
も
ず
ー
っ
と

サ
ン
タ
さ
ん
を
信
じ
て
い
る
父
親
が
い

て
、
子
ど
も
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
来
な
く

て
悲
し
い
思
い
を
し
た
話
を
聞
い
た
こ
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写真家

納
め
ま
す
。
そ
の
頃
は
写
真
家
と
し
て

で
は
な
く
、
写
真
館
の
社
員
と
し
て
業

務
を
こ
な
し
な
が
ら
、
自
分
に
納
得
の

い
く
写
真
を
切
り
撮
る
日
々
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

　

06
年
、
同
級
生
が
中
心
に
地
元
活
性

化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
萩
大
志
館
の

活
動
を
始
め
ま
す
。
そ
の
萩
大
志
館
の

事
業
の
一
つ
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

あ
り
、「
誰
で
も
簡
単
に
上
手
く
写
真

を
取
れ
る
講
座
」
の
講
師
を
頼
ま
れ
ま

し
た
。
今
考
え
る
と
そ
の
事
が
き
っ
か

け
で
、
写
真
を
地
域
活
性
化
に
繋
げ
る

に
は
、
と
考
え
始
め
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
同
年
、
着
物
ウ
ィ
ー
ク
in
萩

が
初
め
て
開
催
さ
れ
、
ゲ
ス
ト
フ
ォ
ト

グ
ラ
フ
ァ
ー
と
し
て
呼
ば
れ
て
い
た
テ

ラ
ウ
チ
マ
サ
ト
氏
と
の
出
会
い
が
あ
り

ま
し
た
。
交
流
を
深
め
る
う
ち
、
同
氏

を
師
事
す
る
こ
と
を
決
め
、
萩
と
東
京

を
行
き
来
し
な
が
ら
、
写
真
館
の
仕
事

と
並
行
し
て
、
改
め
て
写
真
家
と
し
て

の
勉
強
を
始
め
た
の
で
す
。

　

帰
郷
し
た
翌
年
か
ら
入
っ
て
い
る
萩

青
年
会
議
所
に
社
会
開
発
委
員
会
と
い

う
地
域
活
性
化
を
目
的
と
し
た
委
員
会

が
あ
り
、
今
年
度
、
そ
の
委
員
長
に
任

命
さ
れ
ま
し
た
。

　

萩
の
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
に
着
目

し
、
何
ら
か
の
方
法
で
事
業
を
起
こ

さ
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、

写
真
し
か
能
力
な
い
私
に
は
、
発
想
力

が
乏
し
く
、
コ
レ
だ
！
と
い
う
事
業
を

発
案
で
き
ず
に
い
ま
し
た
。
悩
み
に
悩

ん
だ
末
、
あ
る
時
、「
写
真
し
か
な
い

の
な
ら
写
真
の
持
つ
力
で
地
域
活
性
化

を
‥
‥
」
と
、
吹
っ
切
れ
る
か
の
よ
う

に
心
を
決
め
、
全
国
各
地
で
催
さ
れ
る

物
産
展
な
ど
の
事
業
と
は
違
っ
た
視
点

で
、
今
ま
で
に
な
い
地
元
Ｐ
Ｒ
を
し
て

み
よ
う
と
思
い
、
テ
ラ
ウ
チ
マ
サ
ト
氏

や
ハ
ー
ビ
ー
山
口
氏
、
安
珠
氏
と
い
っ

た
有
名
写
真
家
、
そ
し
て
同
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
萩

市
民
、
萩
出
身
者
の
方
々
の
力
を
借
り
、

写
真
展
「
萩
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　

萩
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
開
催
に
あ
た
り
、

多
く
の
人
と
出
会
い
、
話
を
し
、
長
い

の
距
離
を
移
動
し
、
自
分
の
眼
で
色
々

な
も
の
を
観
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
色
々
な
人
の
意
見
を
聞
く
こ
と
も

大
切
で
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
最
後

プロフィール
マキタオモリツグ（本名 槇垰守貢）
　萩を拠点に構えながらも、写真家としての道
を歩む。この夏、萩・東京・神戸だけでなく異
国の地ロンドンでも開催した、写真家テラウチ
マサト、ハービー山口、安珠が萩を切り取った
写真展「萩コレクション〜写真家が写したレン
ズの向こう側の萩」をプロデュース。
　1976 年生まれ。95 年萩高等学校卒業後、
日本写真学園に進学。01 年帰郷し、光洋写真
館入社。06 年ゆずの北川悠仁らと横浜で写真
展開催。07 年着物ウィーク in 萩でテラウチマ
サト氏と出会い、同氏を師事。
■光洋写真館 Ｍスタジオ：萩市土原 484
　TEL 0838・22・3296

　

大
き
な
体
の
わ
り
に
恥
ず
か
し
が
り

屋
で
内
気
な
少
年
時
代
、
祖
父
の
代
か

ら
始
ま
っ
た
写
真
館
の
ス
タ
ジ
オ
が
遊

び
場
で
、
お
も
ち
ゃ
は
カ
メ
ラ
で
し
た
。

小
学
校
２
年
生
く
ら
い
の
時
か
ら
、
日

曜
日
の
度
に
重
た
い
機
材
を
運
ん
だ
り

組
み
立
て
た
り
と
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
仕

事
を
し
て
お
り
、
無
意
識
の
う
ち
に
写

真
家
の
道
に
進
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、

中
学
、
高
校
と
野
球
部
に
入
っ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
内
気
な
少
年
は
見
事
に

心
身
を
鍛
え
ら
れ
、
協
調
性
と
社
交
的

な
部
分
を
身
に
付
け
、
行
動
力
を
も
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

高
校
を
卒
業
し
、
今
は
無
き
日
本
写

真
学
園
に
進
学
。
卒
業
後
、
01
年
に
萩

に
戻
り
、
家
業
で
あ
る
写
真
館
に
身
を

マキタオ モリツグ さん

の
最
後
は
自
分
を
信
じ
て
や
る
こ
と
が

大
事
だ
と
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
経
験
は
私
に
と
っ
て
大
き
な

財
産
と
な
り
、「
写
真
を
通
じ
て
萩
を

元
気
に
！
」
と
い
う
私
な
り
の
地
域
活

性
化
ア
ク
シ
ョ
ン
へ
の
糧
と
な
っ
て
く

れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
が
主
流
と
な

り
、
誰
で
も
簡
単
に
キ
レ
イ
な
写
真
が

撮
れ
る
よ
う
に
な
り
、
過
去
の
写
真
家

が
必
要
と
さ
れ
る
技
術
は
表
面
的
に
必

要
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、「
キ
レ
イ
な
写
真
」
と
「
良
い
写
真
」

と
は
別
の
話
。
誰
で
も
何
処
で
も
簡
単

に
写
真
が
撮
れ
、
プ
リ
ン
ト
で
き
る
時

代
だ
か
ら
こ
そ
、
私
は
写
真
家
と
し
て
、

「
畑
を
耕
し
、
種
を
植
え
、
水
を
や
る
」

と
い
っ
た
気
持
ち
で
撮
影
し
て
い
き
、

生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
萩
で
、
萩
の
魅
力

を
写
真
の
力
で
発
射
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

カ
メ
ラ
が
お
も
ち
ゃ

テ
ラ
ウ
チ
マ
サ
ト
氏
と
の
出
会
い

写
真
展
・
萩
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

写
真
の
持
つ
力
で
発
射

東京展
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か
？
」
と
何
と
な
く
思
い
、
選
択
肢
の

一
つ
と
し
て
、　

起
業
す
る
方
法
を
調

べ
始
め
た
の
で
す
。
そ
う
す
る
う
ち
に

日
本
旅
行
と
の
提
携
販
売
契
約
を
交
わ

し
、
顧
客
も
引
き
継
ぐ
こ
と
で
経
営
が

成
り
立
つ
だ
ろ
う
と
、
断
固
た
る
決
意

で
、
起
業
を
決
め
ま
し
た
。

　

妻
と
社
員
１
人
、計
３
人
で
営
業
ス

タ
ー
ト
し
た
の
が
平
成
14
年
２
月
。カ
ウ

ン
タ
ー
、電
話
、シ
ス
テ
ム
を
揃
え
、
前

職
場
と
同
じ
感
覚
で
営
業
を
し
て
い
た

の
で
す
が
、あ
る
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。

「
領
収
書
が
な
い
。」

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
は
会
社
の
引
き

出
し
を
開
け
れ
ば
領
収
書
が
あ
っ
た
の

で
す
が
、
そ
の
領
収
書
自
体
を
先
ず
自

ら
で
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け

で
す
。
当
た
り
前
の
事
で
す
が
、
そ
の

こ
と
で
、
経
営
者
と
し
て
の
バ
ラ
ン
ス

感
覚
が
養
え
、
改
め
て
ハ
ー
ド
な
仕
事

な
の
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の

責
任
は
自
分
に
あ
る
の
だ
と
。

　

そ
の
後
、
順
調
に
業
績
を
あ
げ
、
平

成
18
年
４
月
に
山
口
市
小
郡
の
ロ
ッ
ク

タ
ウ
ン
に
支
店
を
構
え
ま
し
た
。
現
在
、

私
を
含
め
社
員
一
同
「
相
手
の
目
的
の

本社：萩市大字土原 165 番地
TEL：0838・21・0020
http://www.nta-travel.co.jp/
資本金：1,500 万円
年商：５億 5,000 万円
従業員数：11 人
事業内容：旅行業
　　　　　口こみツアー（自社ブランド）
支店：ロックタウン小郡店／山口県山
口市小郡前田町ロックタウン小郡店内
TEL 083・974・0055）

　

昭
和
60
年
代
、
バ
ブ
ル
景
気
に
よ
り

日
本
が
華
や
か
だ
っ
た
時
期
を
大
学

生
と
し
て
過
ご
し
、
求
人
倍
率
も
２
倍

を
超
え
て
い
た
の
で
、
就
職
活
動
を
積

極
的
に
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
し
て
、
当
時
流
行
し
た
ト
レ
ン

デ
ィ
ド
ラ
マ
の
影
響
で
ツ
ア
ー
コ
ン
ダ

ク
タ
ー
が
一
躍
人
気
の
職
業
と
な
っ
て

お
り
、
軽
い
気
持
ち
で
旅
行
会
社
を
受

け
、
内
定
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

国
家
公
務
員
に
も
受
か
っ
て
い
ま
し
た

が
、
当
時
の
風
潮
が
そ
の
道
を
考
え
さ

せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
し
て
平
成
元

年
、
大
学
を
卒
業
し
、
㈱
サ
ン
デ
ン
旅

行
に
４
年
ほ
ど
勤
め
、
平
成
４
年
、
㈱

日
本
旅
行
サ
ー
ビ
ス
に
転
職
。　
　

　

そ
の
後
９
年
間
萩
支
店
で
勤
め
ま
す

が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
に
伴
い
、
萩
か
ら
の

撤
退
が
決
ま
り
ま
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

が
好
き
で
し
た
し
、
何
よ
り
も
日
本
旅

た
め
に
自
分
が
あ
り
、
旅
を
通
じ
て
社

会
と
繋
が
る
」「
仕
事
を
取
ろ
う
と
思

え
ば
取
れ
な
い
」「
イ
ス
に
座
っ
た
ら

１
０
０
％
成
約
」「
聞
く
姿
勢
」
を
理

念
に
、
お
客
様
と
心
を
通
わ
せ
る
営
業

形
態
へ
と
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

利
益
を
必
ず
上
げ
る
た
め
に
、
で
き
る

だ
け
リ
ス
ク
を
回
避
し
、
コ
ス
ト
を
管

理
し
、
社
員
と
同
じ
目
的
を
共
有
す
る

こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
旅
行
業
は
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン

ド
商
品
が
主
流
で
あ
り
、
地
元
か
ら
外

へ
出
て
い
く
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
ネ
ッ
ト
の
普
及

に
よ
り
、
多
く
の
情
報
を
個
人
で
手
に

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
時
代
と
な
り
、

ご
当
地
モ
ノ
を
自
宅
に
い
な
が
ら
手
配

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
観
光
地
で
あ
る
「
萩
」
と

い
う
素
材
を
商
品
に
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
型
の
営
業
に
よ
り
、
収
益
源
を
増
や

せ
る
の
で
は
な
い
か
な
と
考
え
、
既
存

の
「
萩
観
光
」
で
は
な
く
、
地
元
住
民

の
み
ぞ
知
る
萩
の
楽
し
み
方
を
盛
り
込

ん
だ
商
品
開
発
を
起
案
し
ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
時
を
同
じ
く
し
て
、
国
や

地
方
行
政
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
型
の
経

営
を
推
奨
し
始
め
、
そ
の
波
に
乗
れ
る

の
な
ら
と
、
企
画
し
た
着
地
型
商
品
を

全
国
旅
行
業
協
会
が
主
催
す
る
「
第
１

回
全
国
地
旅
大
賞
」
に
出
品
し
、
約

１
３
０
点
の
中
か
ら
、
優
秀
賞
を
受
け

る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
受
賞
は
当
社
の
企
画
が
良
い
と
い

う
だ
け
で
な
く
、「
萩
」
と
い
う
素
材

が
素
晴
ら
し
い
の
で
あ
り
、
起
業
す
る

前
、
転
勤
し
、
萩
を
離
れ
る
と
い
う
選

択
肢
を
消
し
去
る
要
因
と
な
っ
た
「
萩

の
魅
力
」
が
そ
こ
に
あ
る
の
だ
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

　

流
れ
の
無
い
水
溜
り
が
濁
る
よ
う
、

萩
が
人
の
行
き
来
の
な
い
荒す

さ

ん
だ
街
に

な
っ
て
ほ
し
く
な
い
。
萩
の
方
に
は
外

の
世
界
を
、
他
地
域
の
方
に
は
萩
を
、

そ
の
流
動
が
地
元
活
性
化
に
繋
が
る
と

信
じ
、
今
後
も
そ
の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

シリーズ⑯ 萩 の 元 気 企 業 探 訪

断
固
た
る
決
意

従来の旅行業とは地元から出て行くお客様へのサービスが主流であった
のに対し、地元に観光客を引き込むサービスにも着眼し、今年、第１回
全国地旅大賞で優秀賞を受けた着地型商品「古地図で歩く水のまち萩」
を企画した株式会社エヌティーエー旅行を訪問し、阿川仁

ひ と み
海代表取締役

にお話を聞きました。

（株）エヌティーエー旅行

淘
汰
の
時
代
を
迎
え
て

企
業
な
り
人
な
り
の
考
え
方

ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
と

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

㈱ エヌティーエー旅行

行
の
社
風
が
好
き
で
し

た
の
で
、
転
勤
の
話
を

い
た
だ
い
た
と
き
、
そ

れ
も
人
生
か
な
と
考
え

ま
し
た
が
、
ふ
と
「
自

分
で
で
き
な
い
だ
ろ
う



�009年11月（第90号）9

「クラス会をいつ、どこで開催します」
という情報をお寄せください。萩の資
料送ります。投稿記事も歓迎します。
hagi-network@city.hagi.lg.jp

情報ください！

第18回九州指月会
9月12日

平和楼（福岡市）

23 人出席。土曜日の夕方に開催、今年
から開催日を９月第２土曜日で固定する
とのこと。２年後には 20 回目を迎えま
す。事務局は廣瀬勝彦さん（39 年卒）
093-201-6303

あいさつする藤田博文会長（34年卒）

△福引で特賞（萩本陣のぺア宿泊券）に当たった
針生純子さん（15期・38年卒）と村田昌志副会長

第42回東京指月会
10月24日

日本工業倶楽部（千代田区）

約220人出席。今年の引受期は31期（54
年卒）、代表の藤井一民さんほか総勢 42
人が受付、進行、特産品販売などを担当。
萩高同窓会八八会の引受期は、同級生の
動向が気になり始める 33 〜 34 歳ですが、
東京指月会の引受期は、そろそろ故郷が懐
かしくなり始める 48 〜 49 歳。来年の開
催は 10 月 16 日（土）に決定。事務局長は
三浦孝夫さん（43 年卒）03-5835-4161

（海事プレス社内）

校歌斉唱

55 人が参加。60 回目の節目を記念して、
萩高への思いを綴った手作りの同窓会誌を
発行。幹事長は若手の中原重正さん（57
年卒）

第60回山口指月会
10月18日

翠山荘（山口市）

恒例のビンゴ大会

31 人出席。今年３月に萩商工同窓生１期
生が卒業しました。今後、愛称の決定、会
員名簿、ホームページを作っていきたい。
萩商工同窓会として、６月に関西支部、９
月に広島支部、10 月に九州支部が発足し、
11 月に関東支部が予定されています。
会長は藤本正さん（42 年建築卒）082-5
45-3630（コストプランニング㈱内）

校歌の音頭をとる土佐岡文夫さん
（43年電気卒）

第51回たちばな会・
９月12日

ホテルセンチュリー�1広島（広島市）
第32回からたち会広島支部

藤村日出夫さん（40 年・商業卒）。平成7 〜
11年、NHKテレビ（大阪）の気象予報士。大
阪から今年6月、広島に初めて転勤しました。
現在はNHK 広島、山陰放送、RCC中国放送、
FMなどに出演中

設立第1回総会、43人参加。工業は毎年開
催していましたが、商業OBにとっては久々
の同窓会が和やかな楽しい会になりました。
事務局は鈴木栄治（55年機械卒）093-96
2-0105

九州支部長の佐々木紀生
さん（34年卒）のあいさつ

10月24日

九州支部総会
小倉飯店（北九州市）

第１回萩商工同窓会

　

萩
市
で
は
、
来
年
３
月
の
合
併
５

周
年
を
記
念
し
て
「
萩
市
の
歌
」
を

制
作
し
ま
す
。
元
気
で
明
る
い
未
来

を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
歌
詞
を
募
集
し

ま
す
。

■
応
募
資
格　

市
内
外
を
問
わ
ず
、

萩
に
親
し
み
を
感
じ
て
い
る
方

■
募
集
期
限　

11
月
30
日
（
月
）

■
応
募
規
定

◦
未
発
表
の
も
の
に
限
り
、
１
人
１

点
と
す
る
。

◦
歌
詞
の
構
成
は
１
番
か
ら
３
番
と

す
る
。（
最
長
で
５
番
ま
で
）
ほ
か

※
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳
細
を
ご

案
内
し
て
い
ま
す
。

（
問
）
〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩

市
企
画
課
「
萩
市
の
歌
制
作
係
」

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
５
６
９
）

歌
詞
募
集
!!

歌
の
市
萩
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敬
老
の
日
を
前
に
、
野
村
萩
市
長

は
、
来
年
２
月
４
日
に
１
０
０

歳
を
迎
え
る
人
間
国
宝
の
萩
焼
作
家
、

三
輪
壽
雪
さ
ん
（
椿
東
）
を
訪
ね
、
長

寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

野
村
市
長
が
「
い
つ
ま
で
も
お
元
気

で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
」
と
お
祝
い
の

言
葉
を
述
べ
る
と
、「
馬
齢
を
重
ね
て

の
。
も
う
20
、
30
年
は
頑
張
ろ
う
と
思

う
と
り
ま
す
が
、
欲
張
り
過
ぎ
で
す
か

な
」
と
笑
顔
の
三
輪
さ
ん
。

　
「
血
行
を
良
く
す
れ
ば
病
気
に
な
ら

な
い
」
が
三
輪
さ
ん
の
持
論
。
一
緒
に

住
ん
で
い
る
陶
芸
家
で
三
男
の
和
彦
さ

ん
（
58
歳
）
に
よ
る
と
、「
最
近
は
書

を
よ
く
書
き
、
ろ
く
ろ
の
前
に
は
気
が

向
く
と
座
る
日
々
。
食
事
は
朝
と
夕
の

一
日
２
回
で
、
朝
の
牛
乳
・
果
物
と
、

夕
食
の
温
泉
卵
は
欠
か
さ
な
い
」
と
い

う
。

　

午
後
は
約
１
時
間
、
家
族
が
運
転
す

る
車
で
、
菊
ヶ
浜
な
ど
海
を
見
に
ド
ラ

イ
ブ
。
数
年
前
ま
で
は
自
転
車
で
出
か

け
て
い
ま
し
た
が
、
さ
す
が
に
今
は
や

め
て
い
る
。「
事
故
で
も
起
こ
し
た
ら

皆
さ
ん
に
迷
惑
が
か
か
る
か
ら
の
」

　
「
健
康
に
気
を
つ
け
て
い
つ
ま
で
も
」

と
逆
に
市
長
を
励
ま
し
、自
筆
の
「
和
」

の
一
文
字
に
「
百
翁
壽
雪
」
と
書
い
た

色
紙
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
帰
る
と
き
に
は
、

玄
関
ま
で
出
て
見
送
る
お
元
気
な
三
輪

さ
ん
で
し
た
。

自筆の「和」と記した色紙をプレゼントする三輪さん

ゴールの瞬間、
拳を振り挙げて
喜ぶ笹村選手

（山口新聞提供）

　

萩
西
中
卒
の
笹
村
直
也
君
（
山
口

高
校
３
年
生
）
が
、
10
月
３
日
、
新

潟
県
で
開
催
さ
れ
た
国
民
体
育
大
会

「
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
」、
少
年
男
子

共
通
８
０
０
ｍ
に
出
場
し
、
１
分
50

秒
57
の
大
会
新
記
録
で
優
勝
し
ま
し

た
。
２
年
後
の
２
０
１
１
年
「
山
口

国
体
」
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。笹

村
君
は
萩
西
中
３
年
の
と

き
、
１
０
０
ｍ
、
２
０
０
ｍ
、

４
０
０
ｍ
の
３
種
目
で
県
内
ト
ッ
プ

の
記
録
を
マ
ー
ク
、
特
に
４
０
０
ｍ

は
県
の
歴
代
最
高
を
記
録
。
山
口
高

校
に
進
学
後
は
、
貧
血
症
や
膝
を
痛

め
る
な
ど
、
今
春
か
ら

足
の
負
担
が
比
較
的
少

な
い
８
０
０
ｍ
に
転
向
。

そ
の
後
、
今
年
の
夏
の

全
国
高
校
総
体
（
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
）
４
位
、
国

ル
の
中
で
、
勝
負
で
き
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
」
関
東
の
大
学
進
学
を
希

望
し
て
お
り
、
２
年
後
の
山
口
国
体

で
は
、
ふ
る
さ
と
枠
で
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
18
日
、
山
梨
県
で
開

催
さ
れ
た
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
・
ユ
ー
ス

選
手
権
で
は
、
大
学
生
・
高
校
生
の

中
で
２
位
と
健
闘
。
笹
村
君
が
世
界

の
舞
台
で
走
る
日
が
来
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

国
体
大
会
新
で
優
勝

体
優
勝
と
、
中
長
距
離
の
素
質
が
一

気
に
開
花
し
ま
し
た
。

　

決
勝
で
は
、
ラ
ス
ト
50
ｍ
で
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
１
位
と
２
位
の
選
手
を

驚
異
的
な
追
い
込
み
で
抜
き
去
り
そ

の
ま
ま
ゴ
ー
ル
イ
ン
。
ゴ
ー
ル
直
後

は
「
優
勝
が
本
当
な
の
か
不
思
議
な

感
じ
も
あ
っ
た
」
が
、
表
彰
台
で
は

「
１
位
は
い
い
な
」
と
実
感
。

　
「
こ
れ
か
ら
は
日
本
の
ト
ッ
プ
レ
ベ

三輪壽雪（みわじゅせつ）
1910（明治 43）年２月、旧
萩藩御用窯の歴史を持つ三輪家
９代雪堂の三男として生まれ
た。67 年に 11 代休雪を襲名
し、83 年に重要無形文化財萩
焼保持者に認定。2003 年に休
雪の号を長男・龍作に譲り、自
らは「壽雪」に改名して創作活
動を続けている。

来年
100歳

（人間国宝）

　

萩
出
身
の
片
山
東と

う
く
ま

熊
が
設
計
し
た

旧
東
宮
御
所
（
現
・
迎
賓
館
赤
坂
離

宮
）
が
、
明
治
以
降
の
文
化
財
と
し

て
は
初
の
国
宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ネ
オ
・
バ
ロ
ッ
ク
様
式
の
宮
殿

建
築
で
、
明
治
42
年
（
１
９
０
９
）、

皇
太
子
明は

る
の
み
や宮

嘉よ
し
ひ
と仁

親
王
（
後
の
大

正
天
皇
）
の
住
居
と
し
て
完
成
し
、

今
年
１
０
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。
西

欧
の
建
築
様
式
な
が
ら
も
、
屋
根
の

甲
冑
を
か
た
ど
っ
た
青
銅
製
彫
刻
な

ど
日
本
的
な
装
飾
も
見
ら
れ
ま
す
。

□
片
山
東
熊
（
１
８
５
４
〜
１
９
１
７
）

　

萩
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
（
今
古
萩

町
）、
12
歳
で
奇
兵
隊
に
入
隊
。
工

部
大
学
校
（
東
大
工
学
部
の
前
身
）

の
造
家
学
科
に
入
学
し
、
英
国
人

建
築
家
コ
ン
ド
ル
に
学
ぶ
。
後
に
宮

内
省
に
入
り
、
多
く
の
宮
殿
・
離
宮

な
ど
を
設
計
、
明
治
の
近
代
建
築
を

リ
ー
ド
。
東
宮
御
所
は
当
時
最
高
の

技
術
を
集
大
成
し
た
傑
作
。
ほ
か
に

東
京
（
表
慶
館
）・
奈
良
・
京
都
の

国
立
博
物
館
な
ど
。

設
計
は
萩
出
身
の
片
山
東
熊

（
迎
賓
館
赤
坂
離
宮
）

国
宝
に
!
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松陰神社宝物殿至誠館が10月28日から一般公開!!

　

吉
田
松
陰
先
生
に
関
す
る
貴
重
な

遺
品
や
遺
墨
等
の
宝
物
を
保
存
し
、

松
陰
先
生
の
志
を
次
世
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
、
先
生
の
命
日
で
あ
る
10
月

27
日
に
開
館
し
、
28
日
か
ら
一
般
公

開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

館
内
は
、
松
陰
先
生
の
生
涯
を
長

さ
８
m
に
及
ぶ
パ
ネ
ル
年
表
で
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
や
死
を
目
前
に
し
た

松
陰
先
生
の
思
い
が
伝
わ
る
刑
死
の

直
前
に
松
下
村
塾
塾
生
た
ち
に
あ
て

て
書
か
れ
た
「
留
魂
録
」
の
展
示
な

①
東
京
都 

世
田
谷
区
松
陰
神
社
内

（
昭
和
13
年
）

　

国
士
舘
の
創
立
者
、
柴
田
徳
次
郎
氏

が
、
松
下
村
塾
教
育
の
現
代
化
を
建
学

の
精
神
と
し
、
当
時
の
国
士
舘
専
門
学

校
内
に
建
設
。
建
築
か
ら
３
年
後
の
昭

和
16
年
に
は
、
世
田
谷
区
の
松
陰
神
社

世田谷区松陰神社内

松陰や松下村塾、萩城、野山獄跡、明倫小学校、
留魂録などの写真、絵柄 10 枚（各 80 円切手）。

松陰先生の「思想」と「行動」をたどる旅のような宝物殿です

玉川大学松陰神社

内
に
移
築
奉
納
さ
れ
た
。

②
東
京
都 

町
田
市
玉
川
大
学
内

（
昭
和
41
年
）

　

玉
川
学
園
創
立
者
、
小
原
国
芳
氏
が

松
陰
フ
ァ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
通
信

教
育
部
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
場
と
し
て

建
設
。

ど
、
時
代
を
超
え
て
人
々
の
心
を
揺

り
動
か
す
松
陰
先
生
の
志
が
伝
わ
っ

て
く
る
施
設
で
す
。

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

■
休
館
日　

年
中
無
休

■
入
館
料　

一
般
５
０
０
円
、
中
・

高
校
生
２
５
０
円
、
小
学
生
１
０
０

円■
問
い
合
わ
せ

松
陰
神
社
宝
物
殿　

至
誠
館　
　
　

（
０
８
３
８
・
２
４
・
１
０
２
７
）

①受付期間　10月26日（月）
〜12月28日（月）限定 1000
部、売切次第終了。
②販売価格　2,000 円（郵
送料含）
③発送開始　11月16日（月）
から
④問い合わせ　記念切手販
売促進委員会（松陰神社内）
TEL0838・22・4643

全
国
に
あ
る
松
下
村
塾
①

松陰の親族、杉治彦さんや吉田愛子さんらがテープカット
　

至
誠
館
入
り
口
に
、日
本
画
家
・
内
田
青
虹
さ
ん
（
萩

高
５
期
、
28
年
卒
）
が
描
い
た
松
陰
像
が
飾
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
松
陰
先
生
肖
像
は
、
老
成
さ
れ
た

年
輩
の
印
象
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、「
若
い
感

じ
で
描
き
た
く
、
お
身
内
の
方
に
も
お
話
を
伺
い
な
が

ら
、
心
を
込
め
て
描
き
ま
し
た
」



1��009年11月（第90号）

萩
焼
新
進
作
家
３

　

初
代
鳥
雲
を
祖
父
に
持
ち
、
父
も
ま

た
鳥
雲
窯
で
活
動
す
る
萩
焼
作
家
。
多

く
の
萩
焼
作
家
の
子
が
そ
う
で
あ
る
よ

う
に
、
萩
焼
が
当
た
り
前
に
あ
る
よ
う

な
家
庭
で
育
ち
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
実
家
と
窯
元
は
離
れ
て
お
り
、
窯

元
は
父
の
職
場
と
い
う
感
覚
で
し
た
の

で
、
窯
元
が
遊
び
場
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
の
で
、
学
生

時
代
は
萩
焼
に
興
味
を
持
つ
こ
と
な
く
、

ご
く
普
通
な
も
の
で
、
ピ
ア
ノ
、
習
字
、

剣
道
、
水
泳
と
習
い
事
を
し
、
特
に
剣

道
は
高
校
ま
で
続
け
、
中
高
と
部
活
の

仲
間
と
汗
を
流
す
日
々
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。
た
だ
高
校
時
に
、
将
来
は
英
語

を
使
う
職
業
に
就
き
た
い
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
、
そ
れ
に
は
萩
で
過
ご
す
の

は
も
っ
た
い
な
い
と
思
い
始
め
、
１
年

間
ほ
ど
イ
ギ
リ
ス
へ
留
学
し
ま
し
た
。

そ
の
後
大
学
に
進
学
し
ま
す
が
、
日
本

語
圏
で
生
活
し
て
も
‥
‥
と
思
い
、
中

退
し
、
カ
ナ
ダ
へ
遊
学
し
ま
す
。

　

２
度
の
海
外
生
活
に
よ
り
、
英
語
を

不
自
由
な
く
自
然
に
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
良
い
の
で
す
が
、
い
ざ
喋

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
英
語
を
使
う
職

業
に
憧
れ
が
薄
れ
て
い
る
自
分
が
い
ま

し
た
。

　

20
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
と
き
、
ふ

と
自
分
の
家
族
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

特
に
父
に
対
し
て
は
、
体
が
弱
い
に
も

拘
わ
ら
ず
、
家
族
を
守
り
、
私
の
や
り

た
い
こ
と
を
支
援
し
て
く
れ
ま
し
た

の
で
、
感
謝
と
尊
敬
の
念
を
改
め
て
抱

く
よ
う
に
な
り
、
そ
ん
な
父
を
も
っ
と

知
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
父
の

や
っ
て
き
た
萩
焼
を
知
り
た
い
と
思
い

始
め
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
父
の
や
っ

て
き
た
萩
焼
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
自

分
を
表
現
す
る
方
法
と
し
て
、
言
語
よ

り
も
物
作
り
に
魅
力
を
感
じ
る
よ
う
に

な
り
、
萩
焼
作
家
と
い
う
職
業
を
一
生

続
け
る
の
に
相
応
し
い
職
業
だ
と
思
っ

た
の
で
す
。

　

平
成
13
年
、
カ
ナ
ダ
か
ら
萩
へ
戻
り
、

父
・
納
冨
晋
に
師
事
し
、
３
年
間
ほ
ど

修
行
の
日
々
を
送
り
ま
す
。
こ
の
頃
は

定
額
の
給
料
制
で
あ
っ
た
の
で
、
い
く

ら
娘
で
あ
ろ
う
と
も
給
料
分
は
働
か
な

け
れ
ば
と
、
あ
る
程
度
量
産
す
る
事
や

周
り
の
評
価
な
ど
、
気
負
い
な
が
ら
作

陶
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

転
機
と
な
っ
た
の
は
、
結
婚
し
、
子

ど
も
を
授
か
っ
た
時
。
出
産
か
ら
育
児

で
、
作
陶
か
ら
離
れ
な
く
て
は
な
ら
な

く
、
そ
の
間
に
、
同
世
代
の
若
手
作
家

と
差
が
付
か
な
い
だ
ろ
う
か
と
不
安
を

覚
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
２
人
の
子
ど

も
を
産
み
育
て
る
５
年
の
間
、
そ
の
ブ

ラ
ン
ク
が
、
周
り
の
評
価
を
気
に
せ
ず
、

自
分
ら
し
く
、
自
分
の
ス
タ
イ
ル
に

あ
っ
た
作
陶
活
動
を
す
れ
ば
良
い
の
で

は
と
い
う
考
え
に
さ
せ
て
く
れ
、
そ
れ

ま
で
抱
え
て
い
た
不
安
や
気
負
い
が
無

く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
幸
せ
な
こ
と

に
、
主
人
が
安
定
し
た
収
入
の
あ
る
職

業
な
の
で
、
労
働
生
産
性
を
気
に
せ
ず
、

時
間
を
か
け
、
作
品
一
つ
一
つ
を
本
当

に
大
切
に
創
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
は
、
一
に
家
族
を
守
る
と
い
う
母

親
、
妻
と
し
て
の
仕
事
が
あ
っ
て
、
萩

焼
は
そ
の
次
。
し
か
し
な
が
ら
、
作
陶

意
欲
は
20
歳
の
時
と
変
わ
ら
ず
、
物
作

り
で
自
分
を
表
現
し
た
い
気
持
ち
を

強
く
持
っ
て
い
ま
す
。
主
に
制
作
し
て

い
る
の
は
生
活
雑
貨
。
イ
ギ
リ
ス
と
カ

ナ
ダ
に
住
ん
で
い
た
と
き
体
験
し
た

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
や
パ
ー
テ
ィ
ー
、
そ
の

異
文
化
の
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
ト
や
、
緩ゆ

る

や

大た
い
か
ざ
ん

華
山 

鳥ち
ょ
う
う
ん雲

納の
う
と
み冨
尚な

お

こ子
さ
ん

1979 年生まれ。98 年萩高等学校卒業、同年神
奈川大学に進学、2000 年同大学中退後カナダに
遊学、01 年萩に戻り、父、納冨晋に師事する。
04 年／萩陶芸家協会展 出品
■大華山 鳥雲窯：萩市山田４４３１
　TEL ０８３８・２２・５８２２

（
萩
市
江
向
在
住
、萩
高
平
成
９
年
卒 

30
歳
）

か
な
時
間
を
楽
し
む
た
め
の
小
物
を

萩
焼
で
表
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
通
常
、
萩
焼
は
底
面
に
は
釉
薬

を
塗
ら
ず
ザ
ラ
つ
い
て
お
り
、
荒
く
扱

う
と
テ
ー
ブ
ル
に
傷
が
付
い
た
り
も
し

ま
す
。
そ
こ
で
傷
が
付
か
な
い
よ
う
底

面
に
も
釉
薬
を
塗
っ
て
滑
ら
か
に
し
た

コ
ッ
プ
な
ど
、
小
さ
な
子
ど
も
を
持
つ

母
親
な
ら
で
は
の
発
想
を
取
り
入
れ
た

作
品
も
作
っ
て
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
今
後
は
マ
イ
ペ
ー
ス
に

自
分
を
表
現
す
る
た
め
に
作
陶
活
動
を

続
け
る
だ
け
で
な
く
、

窯
を
継
い
で
い
く
事
、

ま
た
そ
の
方
法
を
父

に
は
な
い
発
想
で
発

案
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
な
っ
て
く
る

で
し
ょ
う
。
そ
し
て

そ
の
こ
と
が
、
低
迷

す
る
萩
焼
業
界
は
も

と
よ
り
、
萩
を
元
気

づ
け
る
た
め
の
微
力

と
な
る
で
あ
ろ
う
と

信
じ
て
い
ま
す
。
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萩 芸術・文芸の広場

　

江
戸
時
代
の
城
下
町
絵
図
を
、
現

在
も
地
図
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
・
萩
。
４
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
「
低
湿
地
」、「
鉄
道
」、「
夏
み
か

ん
」、「
災
い
」
で
、変
わ
ら
な
い
「
ま

ち
」
の
ひ
み
つ
を
追
い
、
今
に
息
づ

く
城
下
町
萩
を
再
発
見
し
ま
す
。

開
催
中
〜
11
月
18
日
㈬

山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
だ
よ
り

（
☎
０
８
３
８・２
４・２
４
０
０
）

　

日
本
の
近
代
国
家
建
設
を
め
ざ
し

た
伊
藤
博
文
の
軌
跡
を
た
ど
り
ま
す
。

開
館
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

年
中
無
休　

観
覧
料
：
大
人
５
０
０
円
、
高
・

大
学
生
３
０
０
円
、
小
・
中
学
生

１
０
０
円

◎
シ
リ
ー
ズ
山
東
文
物
８

︲
中
国
山
東
省
古
玉
器
︲

　

中
華
の
か
が
や
き

　
　
　

12
月
19
日
㈯
〜

　
　
　
　
　

平
成
22
年
２
月
21
日
㈰

　

中
国
古
代
文
明
に
お
い
て
儀
器
、

富
や
権
力
の
象
徴
と
し
て
重
宝
さ
れ

て
き
た
「
玉

ぎ
ょ
く」

の
、
新
石
器
時
代
か

ら
青
銅
器
の
文
様
に
ま
で
継
承
さ
れ

る
精
巧
な
造
像
表
現
な
ど
を
紹
介
。

開
館
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

休
館
日
：
月
曜
日
、
12
月
28
日
（
月
）

〜
1
月
1
日
（
金
・
祝
）、12
日
（
火
）

※
11
月
23
日
（
月
・
祝
）、
１
月
11

日
（
月
・
祝
）
は
開
館
。

　

19
世
紀
末
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
に
影

響
を
受
け
た
パ
リ
の
画
家
。
世
界
初

と
な
る
回
顧
展
。

帽子を被ったリヴィエール（1922年）

　

県
美
展
で
写
真
作
品
が
大
賞
を
受
賞
す
る
の
は
初
め

て
の
こ
と
。
こ
れ
ま
で
身
近
な
自
然
や
暮
ら
し
に
目
を

向
け
、
モ
ノ
ク
ロ
作
品
を
多
く
発
表
し
て
き
た
下
瀬
さ

ん
は
、今
回
の
県
美
展
に
は
「
新
人
作
家
の
気
持
ち
で
」

出
品
し
た
と
い
い
ま
す
。

　
「
日
本
に
あ
る
キ
ッ
チ
ュ
な
感
じ
の
外
国
の
文
化
を

み
た
時
に
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
な
の
か
溶
け
込
ん
で
い
る
の

か
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
不
思
議
さ
に
感
動
し
、
大
分
県

の
同
じ
場
所
で
１
０
０
枚
以
上
も
撮
影
し
た
写
真
を
合

成
さ
せ
て
、
今
回
の
作
品
を
作
っ
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
技
法
を
駆
使
し
た
本
作
品
が
、
写
真
作
品
と
い
え
る

の
か
、
現
代
ア
ー
ト
の
作
品
と
い
え
る
の
か
、
デ
ジ
タ

ル
の
発
達
が
表
現
に
ど
う
い
っ
た
関
わ
り
を
持
つ
の
か
、

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
制
作
し
て
い
る
。」

■
作
品
評金子

賢
治
（
東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
課
長
）

　

一
見
な
ん
で
も
な
い
現
実
の
風
景
の
よ
う
で
、
細
部

を
観
察
し
て
い
く
と
作
者
の
執
拗
な
ま
で
の
仕
掛
け
と

意
図
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
。

　

ま
ず
目
に
入
る
黄
色
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
ス
タ
ン
ド
、

「
サ
ン
タ
モ
ニ
カ
」
の
文
字
。
ト
ン
ビ
が
飛
ぶ
虚
空
に
、

下
辺
の
濡
れ
斜
面
は
画
面
の
外
へ
と
広
が
っ
て
滑
り
落

ち
て
い
く
感
覚
が
心
地
よ
い
快
感
を
覚
え
る
。

　

淡
白
な
水
墨
画
風
の
周
囲
に
挟
ま
れ
た
原
色
の
強
い

色
彩
を
見
事
に
融
合
さ
せ
た
色
彩
感
覚
、
構
図
、
構
成
。

そ
の
中
に
現
代
日
本
の
ご
っ
た
煮
文
化
の
濁
り
と
、
し

か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
か
つ
元
気
に
行
こ
う
と
い
う
力

を
感
じ
さ
せ
る
作
品
で
あ
る
。

没
後
一
〇
〇
年
記
念

城
下
町　

萩
の
ひ
み
つ

〜
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
〜

11
月
28
日
㈯
〜　
　
　
　
　
　

平
成
22
年
1
月
28
日
㈭

観
覧
料
：
一
般
１
０
０
０
円
、70
歳

以
上
・
学
生
８
０
０
円

大賞受賞作品「サンタモニカ」

下瀬信雄さん

第 63 回 山口県美術展覧会

駐
車
場
：
普
通
車
66
台　

１
回
３
０

０
円
（
萩
市
民
は
無
料
）

下瀬信雄さん 大賞受賞！

10
月
に
開
催
さ
れ
た
第
63
回
山
口
県
美
術
展
覧
会
で
、

萩
市
瓦
町
在
住
の
写
真
家
、
下
瀬
信
雄
さ
ん
（
65
歳
）

が
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
県
内
外
か
ら
４
７
４
点
の

出
品
が
あ
り
、
全
国
的
に
も
独
創
的
で
評
価
の
高
い
県

美
展
で
、
大
賞
を
萩
市
の
作
家
が
受
賞
し
ま
し
た
。

萩
博
物
館
だ
よ
り

（
☎
０
８
３
８
・
２
５
・
６
４
４
７
）

フ
ラ
ン
ス
の
浮
世
絵
師

ア
ン
リ
・
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
展

開
催
中
〜
12
月
６
日
㈰

（16 ページにカラー写真）
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朝
鮮
半
島
か
ら
伝
来
し
た
「
萩
焼
」

と
同
じ
ル
ー
ツ
を
持
つ
「
薩
摩
焼
」
と

の
作
品
交
流
展
。
茶
陶
が
中
心
の
萩
焼

54
点
、
華
や
か
に
デ
ザ
イ
ン
化
さ
れ
た

薩
摩
焼
21
点
の
対
比
。

11
月
７
日
（
土
）
〜
29
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
５
時

萩
市
呉
服
町　

旧
久
保
田
家
住
宅

（
問
）
萩
市
商
工
課

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
６
３
８
）

■
萩
焼
ぎ
ゃ
ら
り
ぃ
彩
陶
庵
の
企
画
展

「
濱
野
由
美　

暖
か
い
…
」（
仮
題
）

　

シ
ョ
ー
ル
や
帽
子
、
髪
留
め
な
ど

フ
ェ
ル
ト
を
素
材
と
し
た
カ
ラ
フ
ル
で

暖
か
な
作
品
で
す
。

11
月
20
日
（
金
）
〜
29
日
（
日
）

萩
市
呉
服
町
１
‐
３　

彩
陶
庵

■
タ
ッ
チ
フ
ァ
イ
ヤ
ー　

女
性
芸
術
家

に
よ
る
日
本
の
現
代
陶
芸
展

　

三
輪
華
子
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

10
月
９
日
（
金
）
〜
２
月
28
日
（
日
）

ア
メ
リ
カ 

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ 
ス
ミ

ス
カ
レ
ッ
ジ
美
術
館

■
萩
商
工
同
窓
会
関
東
支
部
総
会

　

関
東
地
区
の
萩
商
業
、
萩
工
業
の
同

窓
会
。

11
月
７
日
（
土
）
午
後
３
時
〜

東
京
都
港
区
南
青
山
１
‐
24
‐
４

ホ
テ
ル
は
あ
と
い
ん
乃
木
坂

　
　
　
（
０
３
・
３
４
０
３
・
０
５
３
１
）

■
東
京
須
佐
会

　

関
東
地
区
の
須
佐
地
域
同
郷
会
。

11
月
21
日
（
土
）
正
午
〜

東
京
都
港
区
高
輪
４
‐
10
‐
56

日
立
金
属　

高
輪
和
彊
館

　
　
　
（
０
３
・
３
４
４
３
・
１
７
１
７
）

■
お
い
で
ま
せ
山
口
館
の
イ
ベ
ン
ト

◦
「
萩
・
長
門
フ
ェ
ア
」（
仮
題
）

11
月
９
日
（
月
）
〜
18
日
（
水
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２
‐
３
‐
４
日

本
橋
プ
ラ
ザ
ビ
ル
１
階　

お
い
で
ま
せ

山
口
館（
０
３
・
３
７
２
２
・
３
５
１
０
）

■
十
二
代
三
輪
休
雪　

愛
壷
展

11
月
18
日
（
水
）
〜
24
日
（
火
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
１
‐
４
‐

１　

日
本
橋
三
越
本
店

　
　
　
（
０
３
・
３
２
４
１
・
３
３
１
１
）

■
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
２
０
０
９

　

全
国
の
島
の
祭
典
で
、
萩
諸
島
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

11
月
21
日
（
土
）、
22
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
６
時
（
22
日
は
午
後
５
時

ま
で
）

東
京
都
豊
島
区
池
袋　

池
袋
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
シ
テ
ィ
文
化
会
館
２
階

　
　
　
（
０
３
・
３
９
８
９
・
３
３
３
１
）

■
萩
ガ
ラ
ス
展

11
月
25
日
（
水
）
〜
12
月
６
日
（
日
）

東
京
都
世
田
谷
区
三
軒
茶
屋
２
‐
14
‐

22　

レ
イ
ン 

オ
ン 

ザ 
ル
ー
フ

　
　
　
（
０
３
・
３
４
８
７
・
８
８
１
１
）

■
濱
中
史
朗
出
展

　

濱
中
史
朗
の
作
品
が
出
展
、
展
示
販

売
さ
れ
ま
す
。

11
月
開
催
予
定

東
京
都
世
田
谷
区
奥
沢
５
‐
28
‐
１

ｆ
ｉｎ
ｏ
Ｊ
Ｉ
Y
Ｕ
Ｇ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ａ　

カ
ギ
ロ

イ
（
０
３
・
３
７
２
１
・
７
１
８
６
）

■
濱
中
史
朗
展
（
仮
題
）

　

濱
中
史
朗
の
作
品
が
出
展
、
展
示
販

売
さ
れ
ま
す
。

12
月
開
催
予
定

東
京
都
港
区
元
麻
布
３
‐
12
‐
46　

さ

る
山
（
０
３
・
３
４
０
１
・
５
９
３
５
）

■
第
43
回
女
流
陶
芸
展

　

松
尾
優
子
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

11
月
21
日
（
土
）
〜
29
日
（
日
）

京
都
市
左
京
区
岡
崎
円
勝
寺
町
１
２
４

京
都
市
美
術
館

（
０
７
５
・
７
７
１
・
４
１
０
７
）

■
小
田
光
治
作
陶
展

11
月
12
日
（
木
）
〜
18
日
（
水
）

大
阪
市
阿
倍
野
区
阿
倍
野
筋
１
‐
１
‐

43　

近
鉄
百
貨
店
阿
倍
野
店
８
階

（
０
６
・
６
６
２
４
・
１
１
１
１
）

■
濱
中
史
朗
個
展

11
月
21
日
（
土
）
〜
終
了
日
未
定

広
島
市
中
区
本
川
町
２
‐
１
‐
13　

和
光
パ
レ
ス
21
‐
１
階　

Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｔ　

　
　
　
（
０
８
２
・
５
７
８
・
２
５
３
４
）

■
濱
中
孝
子
出
展　

二
人
展
（
仮
題
）

12
月
12
日
（
土
）
〜
20
日
（
日
）
午
後

０
時
〜
７
時
（
20
日
の
み
５
時
ま
で
）

島
根
県
松
江
市
白
潟
本
町
33
出
雲
ビ
ル

４
階　

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
草
花

　
　
　
（
０
８
５
２
・
２
７
・
０
９
３
３
）

■
内
村
幹
雄
作
陶
展

１
月
22
日
（
金
）
〜
26
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
午
後
７
時
30
分
（
26
日
の
み
４

時
ま
で
）

岡
山
市
北
区
表
町
２
‐
１
‐
１

天
満
屋
岡
山
店

　
　
　
（
０
８
６
・
２
３
１
・
７
１
１
１
）

■
合
同
た
ち
ば
な
会
・
か
ら
た
ち
会
・

巴
城
会
、
光
塩
下
関
支
部
総
会

　

下
関
地
区
の
萩
商
業
高
、
工
業
高
、

萩
高
、
光
塩
の
合
同
総
会
。

11
月
28
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜

下
関
市
彦
島
西
山
町
南
風
泊　

漁
港
活

魚
セ
ン
タ
ー

■
維
新
劇
・
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
Ｓ

Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
〜
若
き
志
士
た
ち
〜
」

　

松
陰
先
生
１
５
０
年
祭
を
記
念
し
、

そ
の
生
涯
と
、
遺
さ
れ
た
現
代
に
生
か

す
べ
き
数
々
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
創
作

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
し
て
観
客
に
伝
え

る
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
維
新
劇
で
す
。

12
月
23
日
（
水
・
祝
）
午
後
２
時
〜

観
覧
料　

一
般
２
０
０
０
円
、
高
校
生

以
下
１
０
０
０
円（
当
日
５
０
０
円
増
）

山
口
市
中
央
２
‐
５
‐
１

山
口
市
民
会
館

　
　
　
（
０
８
３
・
９
２
３
・
１
０
０
０
）

■
ベ
ア
テ
ィ
ル
・
ペ
ア
ソ
ン
作
陶
展

11
月
６
日
（
金
）
〜
10
日
（
火
）

山
口
市
後
河
原
１
２
１　

ギ
ャ
ラ

リ
ー
・
ラ
・
セ
ー
ヌ

　
　
　
（
０
８
３
・
９
２
２
・
４
０
０
９
）

■
て
し
ま
・
大
屋
窯
展

12
月
開
催
予
定

山
口
市
阿
知
須
７
４
１
８
‐
８　

て
し

ま
旅
館（
０
８
３
６
・
６
５
・
２
２
４
８
）

■
企
画
展
「
酒
と
器
」（
仮
題
）

　

濱
中
史
朗
と
大
屋
窯
の
酒
器
が
出
展

さ
れ
ま
す
。

山
口
市
小
郡
上
郷
１
５
０
０
‐
１
４
４

ベ
ル
フ
ル
ー
ル

　
　
　
（
０
８
３
・
９
７
２
・
４
５
５
６
）

■
現
代
陶
芸
薩
長
連
合
展

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

関
西
地
区

山
口
県
関
係

萩
市
関
係

日
本
伝
統
工
芸
展

　

陶
芸
家　

岡
田
裕
、
岡
田
泰
、
野

坂
和
左
、
波
多
野
善
蔵
、
松
尾
藻
風
、

松
尾
優
子
の
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。

◆
金
沢
展　

10
月
30
日（
金
）〜
11
月

８
日（
日
）
石
川
県
立
美
術
館

◆
仙
台
展　

11
月
11
日（
水
）〜
16
日

（
月
）
三
越
仙
台
店

◆
岡
山
展　

11
月
19
日（
木
）〜
12
月

６
日（
日
）
岡
山
県
立
美
術
館

◆
松
江
展　

12
月
９
日（
水
）〜
25
日

（
金
）
島
根
県
立
美
術
館

◆
高
松
展　

１
月
２
日（
土
）〜
17
日

（
日
）
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

◆
広
島
展　

１
月
20
日（
水
）〜
２
月

７
日（
日
）
広
島
県
立
美
術
館

第
56
回

中
国
地
区

海　

外

関
東
地
区
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■
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
シ
リ
ー
ズ
「
萩
も
の

が
た
り
」

　
　
「
維
新
の
精
神
︲
松
本
健
一
講
演

集
︲
」

松
本
健
一
（
作
家
・
評
論
家
）

　

１
４
０
年
前
の
「
維
新
の
精
神
」
に

学
ぶ
こ
と
の
意
義
を
説
い
て
い
ま
す
。

価
格　

６
０
０
円（
Ａ
５
版
／
63
ペ
ー
ジ
）

　
　
「
萩
の
近
代
化
産
業
遺
産
」

道
迫
真
吾
（
萩
博
物
館
研
究
員
）

　

長
州
藩
が
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
自

力
で
産
業
の
近
代
化
に
挑
戦
し
た
軌
跡
。

価
格　

６
０
０
円（
Ａ
５
版
／
61
ペ
ー
ジ
）

申
し
込
み　

一
般
社
団
法
人　

萩
も
の

が
た
り
事
務
局

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
２
３
３
）

◦
特
産
品
「
萩
の
金
太
郎
」
新
作
加
工

品
の
詰
め
合
わ
せ
を
５
名
様
。

◦
松
陰
カ
レ
ン
ダ
ー
を
３
名
様
。

応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
品
名
、
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
、
近
況
等
を
明
記
の

う
え
、
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
プ
レ
ゼ

ン
ト
係
ま
で
。
11
月
末
日（
消
印
有
効
）。

■
陶
芸
散
歩
の
会
会
員
展　

酒
器
展

　

坂
純
子
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

11
月
14
日
（
土
）
〜
23
日
（
月
・
祝
）

福
岡
県
福
岡
市
早
良
区
百
道
浜
１
‐
３

‐
70
ハ
イ
ア
ッ
ト
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
ス

ウ
ィ
ー
ト
福
岡
１
Ｆ　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
一

番
館
（
０
９
２
・
８
４
１
・
０
０
５
０
）

■
岡
田
裕
作
陶
展

11
月
17
日
（
火
）
〜
23
日
（
月
・
祝
）

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
天
神
２
‐
１
‐

１　

福
岡
三
越

（
０
９
２
・
７
２
４
・
３
１
１
１
）

■
Ｋ
Ｒ
Ｙ
山
口
放
送
「
松
陰
を
継
ぐ
君

へ　

青
春
の
山
河
」

　

松
下
村
塾
、
関
門
海
峡
な
ど
を
巡
り

な
が
ら
、
高
杉
晋
作
、
久
坂
玄
瑞
、
伊

藤
博
文
の
青
春
群
像
に
迫
り
ま
す
。
下

瀬
信
雄
さ
ん
の
写
真
に
よ
っ
て
描
く

「
歴
史
紀
行
」。

放
映
日　

11
月
１
日
（
日
）
午
後
３
時

〜
３
時
55
分

■
Ｂ
S
︲
Ｔ
Ｂ
Ｓ
「
に
っ
ぽ
ん
百
景
」

「
古
都
の
香
り
！
浪
漫
紀
行
〜
山
陰
の

小
京
都　

萩
〜
」（
仮
題
）

　

萩
の
自
然
な
ど
を
紹
介
す
る
紀
行
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
で
、
10
月
開
催

の
見
島
凧
揚
げ
大
会
も
紹
介
さ
れ
ま
す
。

放
映
日　

11
月
16
日
（
月
）
午
後
７
時

〜
８
時

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル　

仕
事
の
流
儀
」

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
１
０
）

■
「
日
本
の
第
九
」
演
奏
会

　

萩
市
・
鎌
倉
市
姉
妹
都
市
提
携
30
周

年
記
念
事
業
。
鎌
倉
交
響
楽
団
が
来
萩
。

12
月
12
日
（
土
）
午
後
３
時
〜

萩
市
江
向
４
９
５
‐
４　

萩
市
民
館

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
１
２
３
４
）

■
第
３
回
山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
・

第
37
回
山
口
県
芸
術
演
奏
会

　

萩
市
出
身
で
世
界
オ
ペ
ラ
歌
唱
コ
ン

ク
ー
ル
に
ア
ジ
ア
代
表
と
し
て
出
場
し

た
米

ま
い
た
に谷

朋
子
さ
ん
（
７
月
号
で
紹
介
）

が
出
演
し
ま
す
。

12
月
23
日（
水
・
祝
）午
後
１
時
30
分
〜

萩
市
江
向
４
９
５
‐
４　

萩
市
民
館

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
１
２
３
４
）

■
藤
崎
恒
頼
絵
画
展

１
月
14
日
（
木
）
〜
19
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
（
予
定
）

萩
郵
便
局
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム

■
海
援
隊
ト
ー
ク
&
ラ
イ
ブ

平
成
22
年
1
月
31
日
（
日
）
午
後
5
時

〜　全
席
指
定
４
５
０
０
円

萩
市
江
向
４
９
５
‐
４　

萩
市
民
館

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
１
２
３
４
）

（
問
）
萩
市
文
化
・
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
５
９
０
）

伊
藤
清
人
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

安
達
義
和
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

伊
藤
秀
樹
さ
ん　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

津
田
久
美
子
さ
ん　
　
　
　
　
（
萩
市
）

メ
ル
セ
ス
会
日
野
修
道
院　
　
　
　
　

　
（
東
京
都
日
野
市
）

宗
楽
充
将
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

金
子
征
男
さ
ん　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

横
山
修
二
さ
ん　
　
（
福
岡
県
福
岡
市
）

鬼
村
博
さ
ん　
　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

中
村
迪
子
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

國
友
美
和
子
さ
ん　
（
京
都
府
京
都
市
）

来
嶋
健
治
さ
ん　
　
（
広
島
県
安
芸
郡
）

小
川
陽
さ
ん　
（
茨
城
県
常
陸
大
宮
市
）

小
池
正
嗣
さ
ん　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

阿
武
三
雄
さ
ん　
　
（
東
京
都
新
宿
区
）

坂
本
哲
宏
さ
ん　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

吉
野
顕
嗣
さ
ん　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

山
川
佐
知
子
さ
ん　
　
　
　
　
（
萩
市
）

放
映
日　

11
月
17
日
（
火
）
午
後
10
時

〜
10
時
48
分

　
「
リ
ハ
ビ
リ
が
人
生
を
面
白
く
す
る
」、

萩
市
の
作
業
療
法
士
・
藤
原
茂
さ
ん

（
61
歳
）
が
登
場
し
ま
す
。

■
Ｂ
Ｓ
︲
ジ
ャ
パ
ン
「
ふ
る
さ
と
発　

元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

萩
の
金
太
郎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
登
場

し
ま
す
。

放
映
日　

11
月
27
日
（
金
）
午
後
10
時

〜
10
時
30
分　

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
山
口
放
送
局 

特
集
番
組
Ｙ

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
ス
ペ
シ
ャ
ル

「
日
本
海 

VS 

瀬
戸
内
」

　

日
本
海
代
表
で
「
萩
の
金
太
郎
」
が

出
場
し
ま
す
。

放
映
日　

11
月
27
日
（
金
）

■
Ｔ
Ｙ
Ｓ
テ
レ
ビ
山
口
「
吉
田
松
陰
は

い
ま
〜
没
後
１
５
０
年
」（
仮
題
）

　

開
局
40
周
年
記
念
番
組
と
し
て
制
作

さ
れ
ま
す
。

放
映
日　

12
月
６
日
（
日
）
午
後
２
時

〜
２
時
54
分

■「
知
ら
れ
ざ
る『
吉
田
松
陰
伝
』〜『
宝

島
』の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
ン
が
な
ぜ
？
」

　
　
　
　
　
　
　
　

よ
し
だ
み
ど
り
著

　

世
界
で
最
初
の
「
松
陰
伝
」
の
謎
！

何
が
英
国
の
文
豪
を
感
動
さ
せ
た
の
か
。

※「
烈
々
た
る
日
本
人
」を
改
題
。

新
書
判
／
２
１
９
ペ
ー
ジ

価
格　

７
９
８
円

発
行　

祥
伝
社
新
書

（８月26日〜10月27日 36人）

九
州
地
区

テ
レ
ビ
情
報

三
好
政
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

岩
本
龍
治
さ
ん　
　
　
　
　
（
周
南
市
）

浅
原
司
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

東
屋
元
敬
さ
ん　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

斉
藤
肇
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

藤
原
俊
樹
さ
ん　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

柴
田
利
道
さ
ん　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

岡
村
達
也
さ
ん　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

緒
方
妙
子
さ
ん　
　
（
東
京
都
中
野
区
）

吉
村
洋
平
さ
ん　
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

野
村
哲
男
さ
ん　
　
（
東
京
都
中
野
区
）

山
下
美
智
子
さ
ん　
（
千
葉
県
千
葉
市
）

柏
木
愛
子
さ
ん　
（
神
奈
川
県
綾
瀬
市
）

伊
藤
義
博
さ
ん　
（
福
岡
県
北
九
州
市
）

廣
中
浩
毅
さ
ん　
（
福
岡
県
北
九
州
市
）

永
峯
忠
彦
さ
ん　
（
福
岡
県
北
九
州
市
）

田
中
誠
治
さ
ん　
（
福
岡
県
北
九
州
市
）

松
浦
隆
敬
さ
ん　
（
福
岡
県
北
九
州
市
）

出
版
情
報

プ
レ
ゼ
ン
ト

2324

新規（再）加入会員
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写真館

　　　　

　

材料（５人分）
◦干しわかめ・・・20 ｇ
◦ご飯・・・茶碗５杯分

作り方
①干しわかめは固すぎるので、水を打って濡れぶきんにくるんで平均に湿ら
　せて（少量の清酒で湿り気を与えると良い）、よく切れる包丁で細かく刻む。
　大量に作って陽に当てよく乾かし、密閉して保存しておくとよい。
②むすびを作って、きざみわかめをまぶす。むすびの芯に梅干を入れるとよい。

　

旧藩時代には、参勤交代の時、長州藩の侍が、わざ
わざ国元の「きざみわかめ」を持参したといわれる。
手軽でおいしく、現在も行事や遠足などには必ず作
られ親しまれている。新わかめで作るきざみわかめ
は、磯の薫り高く格別の味。おむすびにきざみわか
めをまぶすと、わかめが飯の水分を吸って、さらに
香りを高める。
全国の代表的なおむすびの一つとして、食糧庁が選
定した「ふるさとおむすび百選」にも選ばれている。

わかめむすび

講評◎２人の女性と、奥に広がる松林
と傘との色合いにインパクトがある。

（萩八景遊覧船の運行期間は、３月〜11月。
所要時間40分で大人1,200円、小人600円）

ソフトクリームスタンドの両側に自動販売機、右には車と「う
どん・そば」の文字、左には蒸気機関車。空にはトンビ、下
は雨に濡れたコンクリート。

日本海に沈む夕日。幻想的な夕景は萩に住む人々も自慢の景色。
訪れる人を魅了する。（画像提供　産経新聞社）


